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王
様

の
耳

は
聴
馬

の
耳

中

室
町
期
の
お
伽
草
子
や
幸
若
舞
曲
の
中
に
は
、
西
洋
種
と
覚
し
い
幾
つ
か
の
作
品
が
あ
る
。
幸
若
の

『
百
合
若
大
臣
』
の
源
泉
が
、

ホ
ー
マ
ー
の

「
オ
デ
ッ
シ
イ
』
（目
ｏ
ヨ
Ｒ
Ｈ
Ｏ
゛
毬
Ｓ
し
で
、
「百
合
若
」
の
百
合
は
ユ
リ
シ
ー
ズ

（Ｃ
ぞ
“
８
＝
Ｏ
Ｑ
く
脇
①
口
じ

の
転
訛

で
あ
ら
う
と
は
、
い
ち
は
や
く
坪
内
道
逢
博
士
の
説
く①
と
こ
ろ
、　
お
伽
草
子
の

『
天
狗
の
内
裏
』

を
ヴ
ァ
ー
ジ
ル
の

『
イ
ニ
ー
ド
』

（く
】【咀
ｒ

、
ミヽ
こ
）
と
比
較
し
、
両
者
の
筋
立
て
・
立
眼
点
の
一
致
を
指
摘
し
、
「百
合
若
伝
説
」
と
好

一
対
を
な
す
興
味
あ
る
対
照

と
な
し
た
の
は
、
島
津
久
基
博
士
で
あ
る
。

又
、
後
小
松
天
皇
震
翰
本
系

『
天
稚
彦
物
語
』
は
、
「
古
事
記
』
の
神
話
や
七
夕
伝
説
の

流
れ
を
汲
む
作
品
で
あ
る
が
、
説
話
の
骨
組
み
の
上
で
は
ギ
リ
シ
ヤ
神
話
の
エ
ロ
ス
と
サ
イ
キ
ー
の
型
を
踏
ま
へ
て
居
り
、
そ
の
醜
案

③

と
も
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
、
野
々
日
精

一
氏
の
説
か
れ
る
が
如
く
で
あ
る
し
、
「
毘
沙
門
本
地
』
な
ど
も
、　
エ
ロ
ス
と
サ
イ
キ
ー
型
説

話
の
複
雑
化
し
た
も
の
と
、
島
津
博
士
は
日
し
て
居
ら
れ
る
。
Ｆ

寸
法
師
』
の
如
き
も
、
世
界
的
に
流
布
す
る

「親
指
太
郎
」
（↓
ｏ
ヨ

弓
ｒ
ｃ
ヨ
ｇ

型
の
物
語
の
一
つ
と
割
切
っ
て
片
附
け
て
し
ま
ふ
に
は
、
尚
研
究
の
余
地
が
あ
り
さ
う
で
あ
る
。

勿
論
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
見
ら
れ
る
彼
我
の
類
似
は
、
あ
く
ま
で
も
単
な
る
類
似
に
止
る
も
の
で
あ
っ
て
、
流
伝
の
経
路
を
跡
づ
け

(――)

忠

行
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る
確
実
な
証
拠
と
す
べ
き
も
の
は
な
い
。
さ
れ
ば
、
こ
れ
に
反
対
す
る
学
者
も
妙
く
な
い
し
、
津
田
左
右
吉
博
士
の
様
に
、
『
天
狗
の
内

裏
』
に
於
け
る

『
イ
ニ
ー
ド
』
、
「
天
稚
彦
物
語
』
に
於
け
る
エ
ロ
ス
と
サ
イ
キ
ー
の
関
係
は
、
仏
典
を
介
し
て
と
い
ふ
枠
附
き
な
が
ら

認
め
る
も
の
の
、
『
オ
デ
ッ
シ
ー
』
に
は
、
「
百
合
若
』
に
見
え
る
兄
弟
の
裏
切
り
や
愛
鳥
の
文
使
ひ
の
両
件
を
欠
く
こ
と
を
挙
げ
て
、

⑥

そ
の
関
係
を
否
定
す
る
人
も
あ
る
。
巨
視
的
に
言

へ
ば
、
国
文
学
者
や
民
俗
学
乃
至
は
民
族
学
の
立
場
に
立

つ
人
か
ら
は
余
り
顧
慮
さ

⑦

れ
な
い
が
、東
西
文
化
交
流
に
関
心
を
懐
く
人
や
海
外
の
学
者
か
ら
は
、好
意
を
以
て
迎

へ
よ
う
と
す
る
人
が
多
い
か
と
思
ふ
。
現
に
、

新
村
出
博
士
の
如
き
、

い
ち
は
や
く

『
ル
シ
ア
ダ
ス
」
（０
∽
い
お
き
お
し

の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
詩
人
カ
モ
エ
ン
ス

（０
”
ヨ
ｏ′８
）
が
、

嘗
て
澳
門
に
流
寓
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
南
蛮
貿
易
に
従
事
し
、
澳
門
に
も
出
入
し
た
邦
人
の
船

と
何
等
か
の
接
触
が
あ

っ
た
ら
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
こ
と
、　
カ
モ
エ
ン
ス
は
ヴ
ァ
ー
ジ
ル
に
私
淑
し
、
『
ル
シ
ア
ダ
ス
』
も

そ
の
詩
体
に
則

っ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
併
論
さ
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
彼
が
オ
デ
ッ
セ
イ
ー
ー
す
な
は
ち
、　
ユ
リ
シ
ー
ズ
の

③

物
語
を
、
邦
人
の
水
夫
達
に
語
り
聞
か
せ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
、
説
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
新
村
博
士
の
着
想
は
、
当

時
、
而
立
に
も
満
た
な
い
青
年
学
究
で
あ

っ
た
羽
田
亨
博
士
が
、
山
田
永
年
翁
の
珍
蔵
す
る

「南
蛮
文
字
」
を
ペ
ル
シ
ヤ
文
字
で
書
か

◎

れ
た
詩
句
と
解
読
し
て
学
界
を
驚
か
せ
た
こ
と
に
、　
稗
益
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

謂
ふ
と
こ
ろ
の

「南
蛮
文

字
」
と
は
、
建
保
五
年

（馬
葛
）
、　
中
国
に
留
学
し
て
ゐ
た
慶
政
上
人
が
福
建
省
の
泉
州
で
巡
り
あ

っ
た
南
蛮
人
に
書
か
せ
、　
栂
尾
の

明
恵
上
人
の
許
に
贈

っ
た
も
の
で
、
永
く
高
山
寺
に
伝
襲
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
明
治
維
新
の
際
流
出
し
て
山
田
家
の
蔵
と
な
り
、
国
の
重

要
文
化
財
と
し
て
今
に
伝
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

閑
話
休
題
、
当
時
、
新
村
博
士
は
謙
遜
し
て
、
自
ら

「空
想
」
と
さ
れ
た
が
、
爾
後
領
域
を
広
め
、
学
界
未
知
見
の
事
実
を
指
摘
し

つ
つ
、
各
方
面
か
ら
南
蛮
文
化
の
影
響
の
可
能
性
を
追
求
さ
れ
た
。
そ
の
要
を
採

っ
て
言

へ
ば
、
文
禄
三
年

（〓
買
）
天
草
学
林
か
ら

上
梓
さ
れ
た
ア
ル
ヴ

ァ
レ
ー
ス
式

『
拉
丁
文
典
」
に
は
、
シ
セ
ロ
・
ヴ
ァ
ー
ジ

ル

。
セ
ネ
カ

・
ホ
ー
レ
ス
の
他
、
ク
ヰ
ン
チ
リ
ア
ン
や

リ
ヴ
ィ
の
諸
篇
か
ら
の
断
片
零
語
が
見
え
る
。

就
中
、

『
天
狗
の
内
裏
」
と
の
関
係
か
ら
注
目
さ
れ
る
ヴ
ァ
ー
ジ
ル
か
ら
の
引
用
語
句
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例
に
就
い
て
見
れ
ば
、
『
エ
イ
ネ
ア
ス
』
「
イ
ニ
ー
ド
し

は
も
と
よ
り
、
「地
産
篇
」
か
ら
の
引
用
も
あ
る
。
同
様
な
例
は
、
慶
長
八

年

含
８
じ

長
崎
刊
の

『
日
旬
辞
書
』
（
ざ

きヽ
電き

どヽ
き

ミ

電ヽ
ヽ
さ

」Ｓ
ｓ
ミ
）
・
同
九
年

貧
８
じ

刊
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の

『
日
本
文
典
』

（ゝ
ヽヽ
ヽ
き

蒙

電ヽ
ヽ
き

ヽ
き
ヽ
ミ
）

や
、
慶
長
十
五
年

（〓
８
）
長
崎
刊
の
耶
蘇
会
士

エ
マ
ヌ
エ
ル
・
バ
レ
ト
撰
の

『
聖
教
精
華
』

（ロ
ヨ
ヨ
”
コ
●
２

ω
鶴
お
ざ
一
コ
ο∽ミ
ヽ
ミ

ざ
ヽヽ
ヽヽ
ｒ

ヽ
Ｒ

さゝ
ミ

膠
∽ヽ
ヽ
ミ
ミ

じヽ

以
下
の
書
物
に
つ
い
て
も
検
証
し
得
る
と
こ
ろ
で
、

他
に
も
ギ
リ
シ
ヤ
古
典
と
し
て
は
、　
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
の

『
エ
ー
テ
ィ
カ
』

（〕
ヽ
お
じ

・
ユ
ー
リ
ピ
デ
ス
の
戯
曲

『
ヘ
ラ
ク
リ
ー
デ

ー
』
含
ざ
ミ

ミヽ
き
こ

が
、
ラ
テ
ン
古
典
と
し
て
は
、
雄
将
シ
ー
ザ
ー
の

『
ガ
リ
ヤ
戦
記
』

（
３
ミ
ミ
ミ

ミヽ
じ

ｏ
シ
セ
ロ
の

『
論
集
』
・

セ
ネ
カ
の

『書
翰
集
』
、　
そ
の
他
ホ
ー
マ
ー

・
プ
ラ
ト
ン
・
ヘ
ロ
ド
タ
ス
・
ゼ
ノ
フ
ォ
ン
等
々
の
名
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、　
か

た
が
た
当
時

「各
地
の
学
林
や
修
書
所
で
は
拉
丁
語
の
学
習
に
於
て
、
『
イ
ニ
ー
ド
』
の
章
句
に
も
触
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
う
。
そ

の
融
訳
は
と
も
か
く
、
翻
刻
な
ら
長
崎
の
学
林
で
で
も
出
来
た
筈
で
あ
る
。

耶
蘇
会
士
達
は
、
又
、
「
日
本
の
歴
史
を
習
ひ
知
ら
ん
と
欲
す
る
人
の
為
に
」、
文
禄
元
年

（覇
露
）
に
は

『
平
家
物
語
」
を
、
翌
二

年

（覇
８
）
に
は

「
伊
曽
保
物
語
」
を
上
梓
し
た
。
「天
草
本
」
の
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
二
書
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

ロ
ー
マ
字
化
さ
れ
、
「世
話
に
和
ら
げ
」
ら
れ
た
も
の
で
、
前
者
は
西
欧
に
紹
介
さ
れ
た
最
初
の
日
本
文
学
書
、
後
者
は
邦
訳
さ
れ
た

最
初
の
西
洋
文
学
書
と
し
て
記
憶
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
如
上
の
諸
書
に
引
用
さ
れ
た
詞
句
か
ら
想
像
す
る
と
、
こ
れ
に
先
立

っ

て
文
語
訳
さ
れ
た

『
平
家
物
語
」
や

『
伊
曽
保
物
語
』
の
広
本
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
ふ
。
こ
れ
と
並
ん
で
興
味
を
惹
く
の

は
、

「
ル
シ
ャ
姫
の
話
」
・
「伴
天
連
ヘ
ル
ナ
ン
ド
と
乳
母
サ
ビ
イ
ナ
の
物
語
」
な
ど
、　
現
存
の

『
伴
天
連
記
」
に
収
め
る
も
の
の
他
、

『
モ
ル
テ
物
語
』
・
『教
化
物
語
』
・
『左
近
物
語
』
・
『加
津
佐
物
語
』
等
々
、
十
余
種
の
古
伏
キ
リ
シ
タ
ン
小
説
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、

又
、
「
聖
書
』
に
基
く
幾
つ
か
の
話
―
―
例
へ
ば
、
「創
生
記
」
の
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
堕
落
と
贖
罪
の
物
語

・
ロ
ト
の
話

・
イ
ス
ラ
エ
ル

人
の
出
埃
及
記

・
ノ
ア
の
洪
水

・
ヨ
セ
フ
の
一
生

・
サ
ム
ソ
ン
と
デ
リ
ラ
の
話
な
ど
が
、　
永
禄
三
年

（３
８
）
頃
か
ら
、
降
誕
祭
の

夜
、
宗
教
劇
と
し
て
、
豊
後
府
内
の
教
会
に
於
て
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
、
当
時
の
耶
蘇
会
士
の
通
信
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
云
々
。
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新
村
博
士
の
所
説
は
、
勿
論
、
我
々
が
当
面
の
課
題
と
し
て
論
ふ
問
題
に
、
直
接
答

へ
る
べ
く
用
意
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
日
本

吉
利
支
丹
文
化
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
当
代
に
於
け
る
文
化
交
流
の
実
態
を
探
ら
う
と
試
み
ら
れ
た
余
滴
で
、
偶
々
筆
が

『
百
合
若
大

臣
」
や

『
天
狗
の
内
裏
』
に
及
ん
だ
ま
で
の
も
の
、
そ
の
源
泉
が

「
オ
デ
ッ
シ
イ
』
や

『
イ
ニ
ー
ド
』
に
あ
る
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝

説
の
転
訛
で
あ
る
と
か
断
ず
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
博
士
自
ら
も
言
は
れ
る
が
如
く
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
可
能
性
は
全
く
な
い
も
の
で
あ
ら
う
か
。
暫
く
如
上
の
問
題
を
離
れ
、
説
話
文
学
の
世
界
か
ら
、
問
題
の
背
景
と
も
な

る
べ
き
東
西
文
化
交
流
の
跡
を
探

っ
て
見
よ
う
。

東
西
文
学
の
交
流
に
関
心
を
寄
せ
る
者
に
と

っ
て
、

興
味
深
い
課
題
を
提
供
す
る
も
の
に
、

「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
―
―

「伊
曽
保
ぶ

り
」
寓
話
を
も
含
め
て
―
―

の
伝
流
が
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
な

一
二
の
例
を
挙
げ
て
、
如
上
の
問
題
を
考
究
す
る
よ
す
が
と
す
る
。

藝
侯
戒
諸
子

元
亀
二
年
六
月
、
藝
侯
元
就
病
特
死
。
致
諸
子
於
前
、
呼
取
箭
数
條
。　
一
如
其
子
之
数
、
乃
手
自
糾
為

一
東
、
極
力
折
之
、
不

能
断
也
。
軍
抽
其

一
條
、
随
折
随
断
。
因
戒
日
、
兄
弟
猶
此
箭
也
。
和
則
相
依
済
事
、
不
和
則
各
人
各
敗
、
汝
等
銘
心
勿
忘
。
次

子
隆
景
進
国
、
夫
兄
弟
之
争
、
必
起
於
欲
、
棄
欲
思
義
、
何
不
和
之
有
。
元
就
悦
以
為
然
、
顧
餘
子
日
、
宜
徒
仲
兄
之
言
。

（中
略
）

又
日
、
桂
鴻

『
西
秦
録
』
云
、
吐
谷
渾
阿
柴
、
臨
卒
呼
子
弟
、
謂
日
、
汝
等
各
奉
我

一
隻
箭
。
俄
而
命
母
弟
慕
延
日
、
取
汝

一

隻
箭
折
之
。
又
日
、
汝
取
十
九
雙
箭
折
之
、
延
不
能
折
也
。
柴
日
、
汝
曹
知
軍
者
易
折
、
衆
則
難
催
。
数
力

一
心
、
然
後
社
稜
可

固
。
言
終
而
卒
。
是
典
藝
侯
事
太
相
類
。
蓋
暗
合
也
。
記
以
資
博
雅
。
　
　
　
　
　
　
　
（大
槻
磐
漢

「
近
古
史
談
』
巻

一
）

『
近
古
史
談
』
に
見
え
る
こ
の
毛
利
元
就
の
遺
訓
諄
は
、
も
と
湯
湊
元
禎
の

『常
山
紀
談
』
四
編
巻

一
醗
敗
酬
肇

の

「小
早
川
隆
景

(=■ )
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遺
訓
ノ
事
」

に
拠
る
も
の
で
、　
元
就
自
筆
の

「遺
誠
状
」

始
め
信
ず
べ
き
記
録
に
も
見
え
ず
、

後
代
の
附
会
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
既
に
先
学
に
説
が
あ
る
。
而
し
て
、
そ
の
来
源
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の

「∧
兄
弟
喧
嘩
を
す
る
∨
百
姓
の

息
子
た
ち
」
の
転
訛
と
見
る
説
と
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
と
の
関
係
を
否
定
し
、
別
の
類
話
を
想
定
す
る
説
と
が
並
存
す
る
こ
と
も
、
遍
く

⑪

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
拠
を
窺
ふ
に
、
ま
づ
、
前
者
に
立

つ
人
は
次
の
様
に
考

へ
る
。

原
来
、　
山
口
は
、　
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
、　
大
内
義
隆
か
ら
領
内
で
の
布
教
の
允
許
を
得
て
、　
日
本
最
初
の
天
主
堂
た
る

「大
道
寺
」
を
建
立

霰
跛
廿
ご

し
た
故
地
で
あ
る
。
元
就
は
、　
弘
治
元
年

（〓
Ы
）
、

義
隆
を
拭
し
た
陶
晴
賢
を
厳
島
に
破
り
、
同
三

年
大
内
義
長
を
伐

っ
て
周
防

・
長
門
に
君
臨
す
る
が
、
天
主
教
に
対
し
て
は
寛
大
で
あ

っ
た
。
孫
輝
元
の
室
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と

し
て
著
名
な
大
友
宗
麟
の
女
を
迎

へ
て
も
ゐ
る
。
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
が
、
耶
蘇
会
士
の
説
法
の
引
合
ひ
に
用
ゐ
ら
れ
た
り
、
各
地
の
学
林

や
修
書
所
で
教
材
に
用
ゐ
ら
れ
た
こ
と
は
、
疑

へ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
が
、
元
就
は
そ
の
原
点
近
く
に
在

っ
た
人
物
の

一
人
と
言
ふ
べ

き
で
あ
る
。　
現
に
、

件
の
話
は
、　
文
禄
旧
訳
の
耶
蘇
会
版

『
伊
曽
保
物
語
」
に

「百
姓
と
子
供
の
事
」
と
題
し
て
之
を
収
め
る
。

も

し
、
新
村
出

・
土
井
忠
生
雨
博
士
の
所
説
の
如
く
、
こ
れ
に
先
立

っ
て
文
語
体
和
訳
の
祖
本

（広
本
）
が
存
在
し
た
と
考

へ
ら
れ
る
な

ら
尚
更
の
こ
と
、
こ
の
寓
話
は
早
く
か
ら
人
口
に
謄
久
さ
れ
、
元
就
の
遺
訓
諄
に
転
ず
る
可
能
性
が
強
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
文
献

に
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
に
し
て
も
、
説
話
の
成
立
は
意
外
に
早
い
に
違
ひ
な
い
と
。

こ
れ
に
対
し
、
反
対
を
唱

へ
る
人
は
、
次
の
様
な
問
題
の
捉

へ
方
を
す
る
。
贅
す
る
ま
で
も
な
く
、
藩
祖
の
遺
誠
な
る
も
の
は
、
代

々
の
藩
主
及
び
世
臣
に
と

っ
て
は
、　
重
要
な
意
義
を
有

つ
。

元
就
は
、

戦
国
武
将
で
あ
り
英
雄
な
の
で
あ
る
か
ら
、　
そ
の
遺
誠
の
範

を
、
田
夫
野
人
の
翁
の
諷
喩
に
借
り
る
と
は
、
ま
づ
考

へ
ら
れ
ぬ
。
し
か
も
、
そ
の
説
話
の
成
立
が
、
先
学
の
指
摘
す
る
様
に
江
戸
中

期
を
遡
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
士

・
農

・
工

・
商
の
分
際
は
厳
と
し
て
確
立
さ
れ
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
し
、
第

一
、
耶
蘇
会
版
に
見

え
る
こ
の
話
が
、
国
字
本

『
伊
曽
保
物
五
置

に
は
見
え
ず
、
果
し
て
人
口
に
檜
久
し
て
ゐ
た
か
否
か
の
点
も
問
題
と
な
る
。
加
之
、
元

就
の
遺
訓
諄
で
は
子
供
達
に
矢
を
折
ら
せ
る
の
で
あ

っ
て
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
の
如
く
、
薪
乃
至
は

「樹
の
楚
」
を
折
ら
せ
る
の
で
は
な
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い
。
こ
の
相
違
は
、
軽
々
に
見
通
し
て
は
な
ら
ぬ
。

由
来
、
遊
牧

・
狩
猟
を
主
と
し
た
古
代
社
会
に
あ

っ
て
、
箭

（矢
）
は
、
王
者
の
権
威
、
そ
の
命
令
の
伝
達
者
と
し
て
の
使
節
の
不

可
侵
性
、
部
族
間
の
平
和

・
統

一
と
社
会
的
誓
約
な
ど
、
種
々
の
権
威
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
片
鱗
は
記
紀

の
神
話
に
も
認
め
ら
れ
る
。
漢
字
の

「矢
」
に
、
「
ち
か
ひ
」
の
訓
が
あ
り
、
「誓
」
と
同
義
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
、
こ
れ
に
関

⑫

係
が
あ
ら
う
。
後
述
す
る
様
に
、
元
就
の
遺
訓
謂
と
同
種
の
類
話
は
、
西
北
方
ア
ジ
ア
の
遊
牧
民
族
間
に
広
く
流
布
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
か
か
る
見
地
よ
り
す
れ
ば
、　
諸
子
に
矢
を

一
本
づ
つ
与

へ
る
こ
と
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
統
治
領
を
設
定
し
、　
そ
の
統
治
権
を

承
認
す
る
と
い
ふ
狩
猟

・
牧
畜
社
会
の
慣
習
を
踏
ま

へ
て
ゐ
る
」
と
見
る
べ
く
、
矢
を
折
る
こ
と
は
、
チ
ン
ギ
ス
カ
ン
蒙
古
で
も
行
は

れ
た
そ
れ
の
如
く
、
「諸
子
の

『
誓
ひ
』
の
儀
式
」
の
反
映
と
も
、
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
元
就
の
遺
訓
諄
は
、

イ
ソ
ッ
プ
寓
話
に
は
遠
く
、
大
槻
磐
漢
が
い
ち
は
や
く
指
摘
し
た
様
に
、
吐
谷
渾
の
阿
柴

（阿
材
）
の
話
、
乃
至
は
そ
の
系
列
に
立

つ

説
話
に
近
い
と
考

へ
ら
れ
る
。

因
み
に
、
大
槻
博
士
が
、
「
桂
鴻
の

『
西
秦
録
』
に
云
ふ
」
と
し
て
件
の
話
を
引
く
の
は
、
正
確
に
は

「『
太
平
御
覧
』
巻
三
四
九
、

「矢
部

・
箭
上
」
に
引
く
桂
鴻
が

『
西
秦
録
』
に
云
ふ
」
と
記
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、
「
西
秦
録
』
は
、
『
十
六
国
春
秋
』
中

の

一
書
で
、

「
隋
書
』
の

「経
籍
志
」
に
百
巻
、

「
新
唐
書
』
の

「藝
文
志
」
に
百
廿
巻
と
あ
る
が
、　
宋
代
に
は
既
に
亡
供
し
た
ら
し

く
、
『
崇
文
総
目
」
や

『
文
献
通
考
」
に
は
之
を
著
録
し
な
い
。

現
存
通
行
の
百
巻
本
は
、

明
の
屠
喬
村

・
項
林
の
彙
輯
す
る
と
こ
ろ

で
、
『
漢
魏
叢
書
』
所
収
の
本
も
、
同
類
の
本
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
従

っ
て
、
現
存
の

『
西
秦
録
』
に
件
の
話
が
見
え
な
い
と
し
て
も
、

何
等
怪
じ
む
に
足
り
な
い
。
そ
の
原
撰
本
に
は
確
か
に
記
載
さ
れ
て
ゐ
た
に
違
ひ
な
い
こ
と
は
、
右
の

『
太
平
御
覧
』
の
所
引
文
に
徴

し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
し
、
『
魏
書
』
範
Ё

巻

一
〇

一
・
「
列
博
」
八
九

「吐
谷
渾
」
の
条
や

『北
史
』
稀
じ

巻
九
六

・
「
列
侍
」
八

四

「吐
谷
渾
」
の
条
に
見
え
る
記
載
な
ど
も
、
恐
ら
く
は

『
西
秦
録
』
の
そ
れ
を
踏
ま
へ
て
の
も
の
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

或
い
は
人
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
の
文
献
が
容
易
に
披
見
し
得
ぬ
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
疑
間
を
挟
む
か
も
知
れ
ぬ
。
事
実
そ
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の
通
り
で
あ
ら
う
が
、
阿
柴
の
話
そ
の
も
の
は
、
江
戸
中
期
と
も
な
れ
ば
、
か
な
り
人
口
に
謄
久
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
ゐ
た
。
天
和
三

年

（〓
Ｓ
）
の
刊
記
を
有
つ
浅
井
了
意
の

『
新
語
園
』
巻

一
第
四
十

一
話

「折
箭
喩
兄
弟
」
に
は
、
『
集
事
淵
海
』
に
拠
る
と
し
て
、

之
を
掲
げ
る
が
、
実
は
明
の
陳
耀
文
編

『天
中
記
』
に
拠
る
も
の
と
孜
証
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
う
し
た
次
元
の
低
い
類
書
か
ら
搬
入
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
、
新
村
博
士
が
、
「
口
碑
で
伝
は
っ
た
の
で
は
な
く
て
、　
寧
ろ
書
物
の
上
よ
り
得
た
の
で
あ
ら

う
」
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
傾
聴
に
値
す
る
。
と
は
い
へ
、
筆
者
は
、
尚
文
献
以
前
に
之
を
伝
へ
た
者
が
あ
る
で
あ
ら
う
こ
と
を
、
秘

か
に
考
へ
る
者
で
あ
る
。

三〇

南
方
熊
楠
翁
は
、
如
上
の
遺
訓
諄
の
原
話
と
覚
し
き
も
の
が
、
仏
典
中
に
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
次
の
如
く
説
か
れ
る
。

元
魏
の
沙
門
慧
覺
詳

『
賢
愚
因
縁
経
』

一
二
に
、
波
羅
奈
国
の
富
人
三
子
あ
り
、
父
滅
す
る
に
臨
み
、
汝
ら
分
居
す
る
な
か
れ
、

と
い
ふ
。
然
る
所
以
の
も
の
は
、
た
と

へ
ば

一
糸
の
象
を
繋
ぐ
に
任

へ
ぬ
ご
と
し
、
多
く
糸
を
集
む
れ
ば
す
な
は
ち
象
を
制
す
べ

し
、
た
と

へ
ば

一
葦
の
ひ
と
り
燃
ゆ
る
あ
た
は
ざ
る
ご
と
し
、
合
は
せ
て

一
把
を
捉
ら
ば
火
滅
す
べ
か
ら
ず
と
訓

へ
、
二
子
命
に

随
う
た
が
、
父
の
亡
後
、
弟
の
妻
の
勧
め
で
兄
弟
分
居
し
た
、
と
あ
り
。
同
じ
元
魏
朝
の
詳

『
雑
宝
蔵
経
』
五
に
も
あ

っ
て
、
た

と

へ
ば

一
糸
の
象
を
係
る
あ
た
は
ざ
る
ご
と
し
、
多
く
諸
糸
を
集
む
れ
ば
絶

つ
あ
た
は
ず
、
兄
弟
並
び
立

つ
は
ま
た
糸
多
き
が
ご

と
し
、
と
載
す
。
今
の

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
は
、
西
暦
紀
元
前
六
、
七
世
紀
の
人
イ
ソ
ッ
プ
の
名
を
借
り
て
、
十
四
世
紀
の
僧

マ

キ
シ
ム

・
プ
ラ
ヌ
デ
ス
が
編
ん
だ
も
の
と
い
ふ
か
ら

（「
大
英
百
科
全
書
』

一
一
版
、　
一
巻
二
七
六
頁
）
、
こ
れ
ら
佛
経
の
方
が
こ

の
話
を
も

つ
と
も
古
く
載
せ
た
も
の
か
と
惟
ふ
。

少
し
く
翁
の
所
説
を
付
度
す
れ
ば
、
も
と
も
と
印
度
に
発
生
し
た
寓
話
が
、
東
し
て
遊
牧
民
族
間
に
流
伝
し
て
は
、
吐
谷
渾
の
阿
柴

以
下
の

「束
矢
折
箭
」
の
喩
言
と
な
り
、
西
し
て
農
耕
民
族
間
に
流
布
し
て
は
、

「
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
」
と
し
て
語
ら
れ
る

田
野

翁

の
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「東
薪
折
梢
」
の
喩
言
と
な

っ
た
と
い
ふ
に
あ
る
で
あ
ら
う
。

『
賢
愚
組
』
は
、
ア
ヴ

ァ
ダ
ー
ナ

（＞
く
”
Ｑ
”
●
じ

に
属
す
る
経
典
で
、
賢
者
愚
者
の
讐
喩
諄
を
集
め
た
も
の
、
伝
に
よ
れ
ば
、
五
世

紀
の
初
、
コ
ー
タ
ン

（
干
間
）
に
赴
い
た
慧
覺
等
が
聞
い
た
話
を
訳
し
て
、　
北
魏
太
武
帝
の
太
平
員
君
六
年

（ミ
３

に
纏
め
た
も
の

と
い
ふ
。　
チ
ベ
ッ
ト
や
蒙
古
に
も
、　
漢
訳
か
ら
重
訳
さ
れ
て
流
布
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
居
り
、　
現
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の

ド
イ
ツ
語
訳

貧

「

∽
ｏ
ゴ
ヨ
】，

一
υ
ミ

ミ

おヽ
ヽ
ミ
ｓ
ヽ
き
ヽ
ミ
〕οか

あ
お
）
は
チ
ベ
ッ
ト
文
に
拠

っ
て
ゐ
る
。

吐
谷
渾
は
、
中
国
の
青
海
省
地
方
に

起

っ
た
国
で
、
五
胡
十
六
国
の
乱
に
西
方
の

一
勢
力
と
な
り
、
南
は
蜀
漢
に
通
じ
北
は
河
西
の
涼
国
と
交

っ
た
が
、
五
世
紀
の
初
め
に

は
西
方
に
進
出
、
六
世
紀
の
中
頃

（
つ
ま
り
、
阿
柴
の
出
た
頃
）
に
は
、
東
は
西
海
か
ら
西
は
且
末
に
、
北
は
祁
連
山
か
ら
南
は
雪
山

に
及
ぶ
広
大
な
領
域
を
占
め
る
に
至

っ
た
。
そ
の
王
族
慕
容
氏
は
鮮
卑
族
の
出
で
あ

っ
た
が
、
民
衆
の
多
く
は
チ
ベ
ッ
ト
族
で
あ
り
、

や
が
て
吐
蕃
の
勃
興
と
共
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
か
う
し
た
興
亡
の
跡
を
垣
間
見
る
だ
け
で
も
、
古
く
コ
ー
タ
ン
地
方
に
流
布
し
て
ゐ
た
で

あ
ら
う
件
の
讐
喩
諄
が
、
或
い
は

「
賢
愚
経
」
を
介
し
て
、
吐
谷
渾
の
阿
柴
の
逸
事
に
附
会
さ
れ
て
行

っ
た
と
見
る
こ
と
は
、
不
可
能

で
は
な
い
。

又
、

「
雑
宝
蔵
組
』
は
、　
同
じ
く
元
魏
の
吉
迦
耶

（パ
】
・ヨ
Ｆ
”
て
く
Ｐ

パ
一
・ヨ
Ｆ
帥
長
じ

と
曇
曜
の
共
訳
、

や
は
り
大
小
乗
混
合
の
も
の

で
あ
る
が
、

紀
元
前
二
世
紀
中
葉
西
北
イ
ン
ド
に
ゐ
た
ギ
リ
シ
ヤ
系
の
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス

（〓
①
●
”
コ
０
８
９

∽
ド

〓
一】】●
０
じ

王
と
比
丘

ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ

（Ｚ
帥
”
器
①
●
”
那
先
）
と
の
対
論
の
こ
と
や
、
カ
ニ
シ
カ

（パ
”
ユ
ｏＦ
じ

王
と
馬
鳴

（＞
？
”
ｍ
ｒ
８
じ
、
大
臣

マ
ー
タ

ラ

（〓
帥
，
鶴
じ

ｏ
医
師
チ
ャ
ラ
カ

（０
”
Ｓ
Ｆ
じ

と
が
親
友
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
記
し
て
ゐ
る
点
か
ら
見
て
、
西
北
イ
ン
ド
で
三

・
四

世
紀
頃
に
成
立
し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
如
上
の
讐
喩
諄
と
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
の
讐
喩
諄
、
更
に
し
て
は
イ
ソ
ッ

プ
寓
話
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
で
、
か
た
が
た
高
楠
説
を
裏
書
き
す
る
も
の
と
な
ら
う
か
。

「東
矢
折
箭
」
の
喩
言
は
、
又
、
蒙
古
人
間
に
も
伝
誦
さ
れ
、
む
し
ろ
こ
の
方
が
著
名
と
な

っ
た
観
が
あ
る
。
そ
の
先
樅
を
な
す
も
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の
は
、
「
元
朝
秘
史
』
に
伝

へ
る
阿
関
の
話
で
あ
ら
う
。　
ア
ラ
ン

・
コ
ア

（阿
関
媛
）
は
、　
ド
ブ
ン
ｏ
メ
ル
ゲ
ン

（架
奔
篤
児
干
）
に

嫁
い
で
、
ベ
ル
グ
ヌ
テ
イ

（
別
勒
古
訥
台
）
と
ブ
グ
ヌ
テ
イ

（不
古
訥
台
）
と
二
人
の
子
供
を
産
む
。
夫
の
死
後
、
彼
女
は
こ
の
二
人

の
子
供
と
、
夫
が
生
前
に
貰

っ
て
来
た
バ
ヤ
ウ
ト

（伯
岳
吾
）
族
の
マ
ア
リ
ク

（馬
阿
里
黒
）
と
共
に
住
ん
で
ゐ
る
裡
に
、
日
月
の
神

の
精
を
享
け
て
受
胎
し
、
ブ
グ
ウ

ｏ
カ
タ
ギ

（不
忽
合
塔
吉
）
、
ブ
カ
ト
ウ

ｏ
サ
ル
ジ

（不
合
禿
撒
勒
只
）
、
ボ
ド
ン
チ
ャ
ル
・
ム
ン
カ

ク

（学
端
察
児
蒙
古
黒
）
の
二
人
を
産
む
。
そ
れ
を
怪
ん
だ
兄
の
二
人
は
、
こ
れ
ら
二
人
の
子
は
マ
ア
リ
ク
の
胤
に
違
ひ
な
い
と
噂
す

る
。
こ
れ
を
聞
い
た
ア
ラ
ン
は
、
あ
る
春
の

一
日
、
「乾
し
た
羊
肉
を
煮
て
」
、
五
人
の
子
供
に
東
ね
た
矢
を
折
ら
せ
て
お
互
の
融
和
を

説
き
、
三
人
の
子
供
は
日
月
の
精
霊
を
享
け
た
神
の

「中
し
子
」
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
間
も
な
く
歿
す
る
。

こ
の
説
話
は
、
「精
霊
受
胎
」
と
い
ふ
新
な
要
素
を
含
む
点
で
、
阿
柴
の
話
と
は
大
き
く
相
違
し
、
又
、　
父
親
と
母
親
、

廿
人
の
子

供
と
五
人
の
子
供
と
い
っ
た
小
異
も
見
ら
れ
る
が
、
諷
喩
の
趣
旨
は
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
が
そ
の
儘
遺
言
と
な

っ
て
ゐ
る
点
で
も

一
致

す
る
か
ら
、
や
は
り
類
話
の

一
に
挙
げ
て
よ
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
ア
ラ
ン
が
子
供
を
諭
す
条
り
に
、　
あ
る
春
の

一
日
、

「乾
し
た
羊

肉
を
煮
て
」
と
語
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
ポ
タ
ー
ニ
ン

（ρ

Ｚ
・
『
ｏ
一”
ユ
ｏ
こ
あ
雷
占
８
じ

が
指
摘
す
る
様
に
、
蒙
古
人
は
生
煮
え
の
肉

①

を
喰
べ
る
が
、
キ
ル
ギ
ス
人
の
様
に
燻
製
に
し
て
保
存
す
る
習
俗
は
な
く
、
そ
の
方
法
も
知
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
説
話
は
西

方
か
ら
入

っ
て
来
た
要
素
を

含
む
も
の
で
あ
ら
う
か
。

端
的
に
言

っ
て
、　
そ
れ
は
既
に
中
央
ア
ジ
ア
に
流
伝
し

つ
つ
あ

っ
た
イ
ソ
ッ

プ
寓
話
で
あ
る
に
違
ひ
な
い
。

「
ボ
ド
ン
チ
ャ
ル
・
ム
ン
カ
ク
」
と
は

「
愚
か
者
の
ボ
ド
ン
チ
ャ
ル
」
の
意
で
、　
ア
ラ
ン
の
歿
後
兄
弟

か
ら
も
見
捨
て
ら
れ
、

単
身
オ
ノ
ン
河
畔
の
牧
地
に
さ
迷
ひ
、

南
下
し
て
来
た

ウ
リ
ヤ
ン
ハ
イ
族
の
者
に
乞
食
す
る
が
、　
そ
の
辺
り

に
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
で
百
姓
の
子
供
達
が
、
「仲
が
悪
い
」
と
か

「愚
か
者
ば
か
り
で
」
と
か
語
ら
れ
る
こ
と
の
反
映
が
見
ら
れ
る
し
、

「精
霊
受
胎
」
の
話
も
、
世
界
の
各
民
族
間
に
種
々
伝
へ
ら
れ
る
も
の
と
は
言
へ
、
ポ
ッ
デ
ォ
・
ブ
ラ
ッ
チ
ォ
リ
ー
ニ
の

『笑
話
集
』

（”
ｏ
ｍ
ｍ
ざ
ω
８
８
】ｏ
】一ュ
¨
コ
ミ

きヽ
こ

に
も
見
え
、　
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ヴ
ェ
ル

（目
の
ゴ
【一ｏ，
９
①
一●
す
０
ｌ
①
じ

本

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』

第

一
五
八
話

「夫
の
留
守
に
神
様
の
子
を
産
ん
だ
妻
」
（∪
①
く
Ｌ
一ｌ
ｏ
ｏ
ｃ
Ｒ
ｃ
ヨ

ｏ
鶴
一①ュ
ｏ
ｍ
Ｓ
一ご
２
く
一●
Ｐ
ヨ
鶴
一ざ
”
σ
８
ユ
の
し
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の
話
と
な

っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

ボ
ド
ン
チ
ャ
ル
・
ム
ン
カ
ク
は
、
ボ
ル
ジ
ギ
ン
氏
集
団
の
祖
と
さ
れ
、
そ
の
八
代
の
孫
カ
ブ
ル
ｏ
カ
ン
は
岐
れ
て
キ
ャ
ト
氏
集
団
の

祖
と
な
る
。
テ
ム
ジ
ン

（
チ
ン
ギ

ス

・
カ
ン
）
は
、
カ
ブ
ル
・
カ
ン
の
曽
孫
に
当
る
が
、
こ
の
集
団
で
は
、
何
時
よ
り
の
こ
と
か
、
こ

の

「東
矢
折
箭
」
´
の
遺
訓
が
、
チ
ン
ギ
ス

・
カ
ン
に
ま

つ
は
る
話
と
し
て
伝
誦
さ
れ
て
ゐ
た
。
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
が
、
臨
終
の
床
辺
に

皇
子
ウ
ゲ
デ
イ
と
ト
ウ
ル
イ

を
呼
ん
で
、
広
大
な
領
土
を
保
全
す
る
為
に
は

一
族
の
協
力

・
和
合
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
た
こ
と
は
、

十
分
考

へ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
か
こ
つ
け
て
附
会
さ
れ
る
に
至

っ
た
も
の
か
。
既
に
、
イ
ス
ラ
ム
の
史
家
ア
ラ
ー

・
ウ

ッ
・
デ
ィ
ー
ン

・
ジ

ュ
ワ
ィ
ニ
ー

（^
＞
】帥
り
Ｌ
‐Ｑ
ゴ

＞^
蒟
‥〓
”
】寿
ふ
〕
“
■
”
一ュ

↓
占
器
じ

は
、　
そ
の
著

『
世
界
征
服
者
の
歴
史
』

○

（↓
”
ゴ
Ｆ
亨
【
〕
”
，
帥
●
‐∞
●
∽
ｒ
帥
じ

に
そ
れ
を
録
し
、　
イ
ル

・
カ
ン
国
の
医
師

・
宰
相
で
歴
史
家
で
あ
り
、
「
年
代
記
集
』

ε
帥
ヨ
■
”
τ

Ｓ
ｌ
畔
升
こ

の
著
者
で
も
あ
る
ラ
シ
ー
ド

・
ウ
ッ
ｏ
デ
ィ
ー
ン

（力
器
日
０
３”
】嵐
ゴ

『
”
２

≧

】帥
ｒ
ダ

Ｈヨ
帥
Ｏ
Ｌ
‐∪
”
１
ご

＞
σ
●
２
ｏ

⑬

バ
ｒ
”
〓

口
”
ヨ
”
Ｑ
帥
●
デ
冒
Ｐ

馬
ミ
ム
〓
昌
）
も
、　
又
こ
れ
を
継
承
す
る
と
い
ふ
か
ら
、
そ
の
説
話
と
し
て
の
成
立
は
早
い
。
し
か
も
、

そ
れ
が
チ
ン
ギ

ス

・
カ
ン
の

一
族
の
間
か
ら
出
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
護
氏
の
詳
論
さ
れ
る
蒙
古
人
間
の
習
俗
か
ら
推
し
て
、
当

然
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
し
づ
め
、
こ
れ
が

ヘ
ト
ウ
ム

・
パ
ト
ミ
チ

ュ

（口
①
，
ｃ
ヨ

「
盟
ヨ
】ｏ
ｒ
ｃ
Ｐ

〓
８

即
ち

ヘ
イ
ト

ン

ロ
”
】ざ
●
Ｒ

目
①
稗
ｏ
こ

の

『
東
洋
史
の
精
華
』
（熙
∽ヽ
ｓヽ
き

０
ヽ
ミヽ
ヽヽ
潔
ヽ
ミ

い
ヽ
コ
ミ

お

お

もヽヽ
お

お

き

膠

ミヽ

ヽ
、０
きヽ
ヽ
こ

に
も
見
ら
れ
る
こ
と
は
、　
そ
の
証
左
の

一
と
な
す
べ
き
も
の
か
。

も

っ
と
も
、　
こ
こ
で
は
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
子
息
が
十
二
人
と
さ

れ
、　
矢
を
結
ぶ
紐
も
三
本
―
―

つ
ま
り
、
「愛
情
と
信
義
と
協
調
で
、　
お
互
が
強
く
結
ば
れ
て
ゐ
る
限
り
は
」
と
語
ら
れ
る
点
で
、
多

少
粉
飾
の
跡
が
窺

へ
る
け
れ
ど
も
。

著
者

ヘ
ト
ウ
ム

・
パ
ト
ミ
チ

ュ
は
、　
キ
リ
キ
ヤ

（小
ア
ル
メ
ニ
ア
）

の
タ
ル
ス
地
方
西
南
に
位

置
す
る
公
国
ゴ
リ
ゴ

ス
の
君
主
で
あ

っ
た
が
、　
三
二
〇
五
年
公
国
を

ヘ
ト
ウ
ム
ニ
世
に
還
附
し
、
プ
レ
モ
ン
ト
レ
修
道
会
の
修
道
士
と

な

っ
て
キ
プ

ロ
ス
島
に
渡
り
、

つ
い
で
ロ
ー
マ
に
移
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
転
じ
、
ポ
ア
テ
ィ
エ

（
フ
ラ
ン
ス
）
に
在

っ
て
、
教
皇
ク
レ
メ
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ン
ス
五
世
の
教
命
に
よ
り
該
書
を
撰
し
た
。
初
め
古
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
が
、
幾
許
も
な
く
し
て
ラ
テ
ン
語

・
イ
タ
リ
ア
語

。
ア

ル
メ
ニ
ア
語
の
訳
本
が
出
来
た
と
い
ふ
。

彼
の
叔
父
ア
ル
メ
ニ
ア
王

ヘ
ト
ウ
ム

一
世
は
、　
〓

一四
四
年
ウ
ゲ
デ
イ

ｏ
カ
ン

（元

・
太

宗
）
に
臣
従
し
、
グ

ユ
ク

・
カ
ン

（定
宗
）
即
位
の
時
は
弟
セ
ン
パ
ド
を
派
し
て
賀
意
を
表
し
、　
〓

一五
四
年
に
は
自
ら
も
モ
ン
ケ

・

カ
ン

（憲
宗
）
の
宮
廷
に
赴
い
て
朝
貢
し
て
ゐ
る
位
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
記
録
す
る
と
こ
ろ
は
、
伝
聞
で
あ
る
に
し
て
も
根
拠
あ
る
も

の
で
あ

っ
た
に
違
ひ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
「
東
洋
史
の
精
華
』
に
伝

へ
る
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
物
語
は
、　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
旅
行
家

マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル

（∽
〓

ぢ
ゴ
●

⑩

く
”
●
Ｏ
①
く
〓
ｐ

Ｐ

ド鶏
も

に
よ

っ
て
、　
い
ち
は
や
く
欧
洲
に
紹
介
さ
れ
た
。　
そ
の

『
東
方
旅
行
記
』
含
ぎ
ヽ
ざ
ヽヽ
熟

ヽ
ヽ
ヽ
早
Ｓ
Ｓ
や

ミ

徴
ヽ
さ
゛
ヽ

Ｒ
き
Ｓ
ｅヽ
お

』ξ
峙
お
じ

は
、
ポ
ヴ

ェ
の
ヴ
ァ
ン
サ
ン

（く
す
８
ユ

ｏ
出
”
①
”
嘔
く
”
●

０
・
σ
①
ざ
お

ドＸ
じ

の
有
名
な

『
世
界
の
鐘
』
公
せ

Ｒヽ
や
ミ

きゝ
ヽ
ミ
）
や
ポ
ル
デ
ノ
ネ
の
修
道
士
オ
ド
リ
コ

（『
『】ミ

０
０
Ｒ
お

Ｒ

「
Ｒ
Ｏ
①
●
ｏ
●
３

の

『
東
洋
紀
行
』

（じ

∽ヽｓヽ
ミ
ざ

０
ミ、ミ
ヽヽ
ぉ
ミ
ミ

ごヽ
ミ
ミヽ
ミ
）
等
々
の
資
料
を
縦
横
に
駆
使
し
て

編
纂
し
た
も
の
で
、

旅
行
記
と
し
て
も

地
理
書
と
し
て

も
、
全
く
無
価
値
な
俗
書
に
過
ぎ
な
い
が
、
蒙
古
に
関
す
る
大
部
分
の
記
述
、
殊
に

「東
矢
折
箭
」
の
教
訓
を
綴
る
第
二
十
四
章
の
如

き
は
、
殆
ん
ど

『
東
洋
の
精
華
』
か
ら
の
借
用
で
あ
る
点
で
、
筆
者
に
は
興
味
を
惹
く
の
で
あ
る
。
し
か
も
本
書
は
、
東
洋
の
未
知
な

国
々
の
風
土
、
珍
奇
な
習
俗
を
欧
洲
人
に
語
り
伝

へ
た
点
で
も
、
格
別
な
意
味
を
有

つ
も
の
で
あ

っ
た
。

マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
が
、

ロ
マ
ン

ス
語
で
本
書
を
綴

っ
た
の
は
、
お
８

年
代
の
後
半
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
　
一
世
紀
を
経
て
、
大
航
海
時
代
も

迫

っ
て
来
る
頃
か

ら
、
オ
ラ
ン
ダ

（〓
ざ
）
・
イ
タ
リ
ア

（〓
８
）
・
ド
イ
ツ

（
ドお
じ

・
ス
ペ
イ
ン

（〓
Ｎ
）
と
、
各
国
語
に
訳
さ
れ
、
英
訳
本
も
数

種
、
そ
の
代
表
的
な
コ
ッ
ト
ン

・
テ
キ
ス
ト

（Ｏ
ｏ
一けｏ
●
‥↓
①
凛
）
は
、

エ
プ
リ

マ
ン
ズ
叢
書
に
も
収
め
ら
れ
、
広
く
大
衆
の
読
物
と
な

っ
て
ゐ
る
。

か
く
て
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
お
い
て
は
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話

「百
姓
と
子
供
た
ち
」
の
他
に
、
蒙
古
系
の

「東
矢
折
箭
」
の
喩
言
を
も
、

併
有
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
就
中
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
い
ち
は
や
く
南
方
翁
が
指
摘
さ
れ
た
様
に
、
ジ

ェ
イ
ム
ズ
ニ
世
に
対
す
る
ケ
ネ
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デ
ィ
僧
正

（パ
の
コ
コ
ａ
Ｆ

σ
一の
ｒ
ｏ
ｕ
Ｒ

∽
”
一ユ

＞
コ
Ｑ
お
〓
∽
し
の
諷
喩
諄
の
如
き
も
の
を
生
ん
だ
。
そ
の
次
第
は
、
ジ

ェ
イ
ム
ズ
ニ
世
が

ダ
グ
ラ
ス
伯

（Ｕ
”
ユ

Ｒ

Ｕ
ｏ
ｃ
ｍ
】”
じ

を
惨
殺
し
た
こ
と
か
ら

内
乱
が
起
る
が
、　
時
に
僧
正
は
王
に

一
束
の
箭
を
示
し
、　
衆
ま
れ
ば

折
り
難
く
、
之
を
分

つ
時
は
折
り
易
い
こ
と
を
語
り
、
敵
を
分
断
し
て
各
個
撃
破
す
べ
き
策
を
進
め
た
と
い
ふ
。
こ
の
逸
事
は
、
パ
ッ

ク
ル
の

『
英
国
文
明
史
』
（口
①
●
『
て
↓
ぎ

ヨ
お

”
口
ｏ
Ｆ
げ
一
ミ
∽ざ
ぐ

ｏ
ヽ
Ｑ
ヽヽ
ヽヽ
ミ
ヽヽ
ミ

き

ヽ
いヽ
や
ヽ
ヽ

く
ｏ
】Ｌ
Ｆ

Ｏ
ゴ
”
ｐ

目
ｏ
，

耀
）
に

見
え
て
著
名
な
話
と
な

っ
て
ゐ
る
が
、
パ
ッ
ク
ル
は
こ
れ
を
、
リ
ン
ジ
ー
の

『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
史
』
（ｒ
●
計
”
Ч
Ｒ

”
一”円
ｏ
二
①
）貿

ｏ
Ｎ
ミ
や
さ
∽
へヽ

や
ｓヽ
き
ヽ
，

く
ｏ
ｒ

Ｆ

ｕ
フ

葛
Ｙ
葛
ω
し

に
拠

っ
て
ゐ
る
。
協
力
を
説
く
通
行
の
喩
言
の
逆
を
行
く
も
の
で
あ
る
が
、

類
話
で
あ
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
説
話
の
成
立
が
、

『
東
方
旅
行
記
』
の
流
行
し
た
十
五
世
紀
の
中
頃
と
、
余
り

隔
ら
ぬ
頃
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
如
何
に
も
面
白
い
。

鮮
卑
乃
至
は

蒙
古
民
族
間
に
伝
誦
さ
れ
た

「東
矢
折
箭
」

の
喩
言
は
、　
イ
ス
ラ
ム
第
ニ
カ
リ
フ
帝
国

（
ウ
マ
イ
ア
朝
、

８
ド
ー

『
８

）

に
入

っ
て
、

名
将

ム
ハ
ッ
ラ
ム
の
話
を

生
み
、
　
一
方
、　
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
は

ロ
シ
ア
に
入

っ
て
、

「七
本
の
小
枝
」

の
民
話

（く
ｏ
】りｏ
①
『
〓
‥
ｏ
刀
口
∽∽
Ｆ
”
く
”
刀
ｏ
ｏく
Ｆ
∽

『
）
と
な
る
。　
が
、　
そ
の
辺
ま
で
触
れ
る
必
要
は
今
は
あ
る
ま
い
。
要
は
、　
こ
の
教
訓
諄

が
、
遊
牧
民
族

・
農
耕
民
族
何
れ
の
社
会
に
於
て
も
受
容
れ
ら
れ
易
い
要
素
―
―
こ
の
説
話
の
有

つ
伝
播
性
を
指
摘
し
て
置
け
ば
よ
い

の
で
あ
る
。
海
を
隔
て
て
ゐ
る
と
は
言

へ
、
日
本
民
族
が
独
り
孤
立
し
て
ゐ
る
と
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
例
に
徴
し
て
も
、
考

へ
ら

れ
ま
い
。
文
永

・
弘
安
年
間
の
蒙
古
襲
来
が
、
『
増
鏡
』
や

『
太
平
記
」
に
見
え
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
も
、　
そ
の
餘
波
は
お

伽
草
子
の

『
御
曹
司
島
渡
り
」
や

『
百
合
若
大
臣
」
に
及
び
、
「
む
く
り

（蒙
古
と

の
名
は
、
怖
る
べ
き
国
と
し
て
庶
民
の
耳
架
に
染

み
つ
い
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
ま
し
て
や
、　
一
方
に
五
山
の
詩
僧
の
往
来
が
あ
り
、
交
易
船
の
出
入
も
か
な
り
あ

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

縦
令
、
文
献
に
徴
す
る
を
得
な
い
に
し
て
も
、
日
碑
と
し
て
伝

へ
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
と
、
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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(口Ц)

論
は
岐
路
に
入
る
。

前
節
で
、
『
元
朝
秘
史
』
所
伝
の
阿
関
媛
の
遺
訓
諄
に
は
、
西
方
か
ら
の
影
響
が
あ
ら
う
と
説
い
た
か
ら
、
少

し
く
そ
の
問
題
に
触
れ
る
。

お
お
年
来
、　
ル

・
コ
ッ
ク
氏

（＞
ご
ｑ
一
く
ｏ
●
Ｆ
①
Ｏ
Ｏ
Ｐ

“
８
占
８
３

は
、

ト
ル
フ
ァ
ン

・
ハ
ミ

・
カ
ラ
シ
ャ
ー
ル
・
ク
チ
ャ
方
面

で
得
ら
れ
た
各
種
の
言
語

・
文
字
に
よ
る
摩
尼
教
関
係
の
文
書
を
公
刊
さ
れ
た
が
、
お
圏
年
春
、
『
摩
尼
教
遺
文
』
巻
三

（
い
熟ヾ
お
き
ヽ

Ｒ
ヽ
お
ざ
や
ヽ
ヽ
あ

，
ｓヽ
いヽ
ざ
・
ＨＦ
）
と
し
て
公
に
さ
れ
た

四
十
四
種
の
文
書
中
、　
第
十
四
文
書
と
し
て
収
め
る
断
簡
は
、
正
に

「
イ

④

ソ
ッ
プ
寓
話
」
に
関
係
あ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
羽
田
博
士
の
紹
介
に
よ
る
と
、
こ
の
文
書
は
高
昌
の
遺
址
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
、
大

き
さ
は
Ｎ
“
×
葛
目
、
欧
洲
風
の
大
型
本
の

一
葉
中
そ
の
上
部
に
当
る
部
分
で
、
下
部
は
欠
損
し
て
居
り
、
本
文
は
所
謂
ウ
イ
グ

ル
文

字
で
、
表
裏
と
も
僅
か
に
九
行
づ
つ
の
断
片
で
あ
る
と
い
ふ
。

而
し
て
、　
そ
の
表
面
の
本
文
第

一
列
の
上
方
に
赤
色
で

「
（賢
き
）

ヨ

シ
パ
ス
の
」
と
記
し
、　
裏
面
同
位
置
に
も
同
じ
く
赤
色
で

「善
き
美
し
き

（本
と

と
あ
り
、

本
文
中
に
も
三
個
所
に
ヨ
シ
パ
ス
の
名

が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
ル

・
コ
ッ
ク
氏
は
、
「此
の
ヨ
シ
パ
ス
と
イ
ソ
ッ
プ
、
即
ち

く
８
一ｏ
あ
＝ｍび
ｏ
，
８
＝
＞
８
ｏ
り

の
対
比
に
つ
い
て
は
、

ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
リ

ュ
ッ
ケ
ル
教
授
に
負
ふ
処
を

謝
す
と
前
序
に
記
し
、

内
容
に
つ
い
て
は

Ｆ
”
コ
計
σ
Ｒ
”
Ｒ

¨
さ
き
き

さ
∽
セ
Ｒ
ｓ，

い鵠
ｐ

口

馬
Ｆ

Ｚ
『
ｏ
ｏ
９

を
参
照
せ
よ
と
記
し
て
居
る
が
」
、
「内
容
と
相
考

へ
て
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
断
片
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
に
も
承

認
し
得
ら
れ
る
」
。
か
う
紹
介
さ
れ
た
上
で
、
博
士
は
、　
原
文
の
音
訳
と
邦
語
の
対
訳
と
を
示
さ
れ
、

更
に
文
書
裏
面
記
載
の
讐
喩
談

が

「豚
と
羊
」
（↓
ｒ
ｏ
「
Ｒ
Ｆ
Ｒ

”
●
０
，
①
∽
Ｆ
Ｒ
ｏ
し

の
話
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、

日
鶴
●
８
一
刀
ｒ
く
り

の

ヽ
∽ヽＳ
げ

、
ざ
き
，

に
よ

っ
て
本
文
を
対
比
し

つ
つ
、
次
の
様
な
疑
問
も
提
示
さ
れ
た
。

雨
者
を
対
比
し
て
見
る
と
、
断
片
に
見
え
る
虎
が
此
の
話
の

一

居
る
。
殊
に
第
二
行
に

「
イ
ソ
ッ
プ
か
く
云

へ
り
」
と
記
し
て
、
羊ヽ節
α)ヽ  ¬ご

鳴ヽあ
かヽる
ざヽこ
るヽと
所ヽは
以 疑ヽ
をヽな
イヽい
ソ 力ヽS
ツヽ  ｀

プ 言ヽ
がヽひ
説 表ヽ
明ヽは
すヽし
る 方ヽ
こヽは
とヽ大
に
ヽ
 に

な 異ヽ

マr、  lc
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居
る
の
は
、著
し
く
目
立

つ
相
違
で
あ
る
。
表
面
の
文
句
は
現
存
讐
喩
談
の
何
れ
に
比
す
べ
き
か
、今
考

へ
得
な
い
。
著
者

（註
、

ル

・
コ
ッ
ク
氏
）
は
た
ゞ
参
照
と
し
て
前
記
の
書
名
と
頁
と
を
拳
げ
て
居
る
丈
で
あ
る
が
、
ま
さ
か
此
の
表
面
の
文
句
も
、
裏
面

の
と
同

一
の
話
の
中
に
存
す
る
と
い
ふ
の
で
は
あ
る
ま
い
。
す
べ
て
此
等
の
点
に
つ
い
て
は
、
博
雅
の
君
子
の
教
に
倹

つ
こ
と
に

す
る
。
（括
弧
内
の
註
及
び
傍
点
筆
者
）

羽
田
博
士
の
こ
の
紹
介
は
、
新
村
博
士
を
は
じ
め

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
に
関
心
を
懐
く
人
々
を
非
常
に
喜
ば
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、

右
に
引
い
た
博
士
の
疑
問
点
に
つ
い
て
は
、
若
干
補
正
を
必
要
と
す
る
。

按
ず
る
に
、
イ
ソ
ッ
プ
が
寓
話
中
に
登
場
す
る
の
は
、
こ
れ
が

「
イ
ソ
ッ
プ
伝
」
と
し
て
語
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
示
す
。
類
例
を
他

に
求
め
る
な
ら
ば
、
以
下
で
触
れ
る

「見

つ
か

っ
た
財
産
に
就
て
の
判
決
」
の

一
則
が
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ヴ

ェ
ル
本
で
は
独
立
し
た

一
寓
話
と
し
て
、

「
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
ス
寓
話
抄
」
の

一
群
中
に
見
え
る
の
に
対
し
、　
国
字
本

『
伊
曽
保
物
語
』
で
は
伊
曽
保
の
頓
智
を

示
す

一
挿
話
と
し
て
、
「
侍
」
の
部

（上
巻
、
第
十
三
話

「商
人
か
ね
を
お
と
す
公
事
の
事
し

に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
同
様
な
例
は
、

他
に
も
尚
幾

つ
か
指
摘
出
来
る
が
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
の
幾

つ
か
は
、
か
う
し
た
形
で
で
も
語
り
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
考

へ
て
誤

り
の
な
い
こ
と
は
、
件
の
断
簡
の
表
の
文
面
に

「此
ノ

（註
、
「
イ
ソ
ツ
プ
の
」
で
あ
ら
う
）
言
葉

二
、
又
、
ス
ベ
テ
彼
等

ハ
笑
ヒ
テ

・

・
「
我
等
ノ
智
恵

ハ
」
と
い
っ
た
文
字
が
見
え
、　
イ
ソ
ッ
プ
と
複
数
の
人
々
と
の
対
談
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
、　
イ
ソ
ッ
プ
の
頓
智
を
相

手
が
賞
め
て
ゐ
る
趣
き
で
あ
る
こ
と
、
又
そ
の

一
節
は
続
く
裏
面
の

「
豚
と
羊
」
の
話
の
直
前
に
あ
る
こ
と
な
ど
が
窺
は
れ
る
か
ら
で

あ
る
。　
こ
れ
を
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ヴ

ェ
ル
本
巻
頭
の

「
イ
ソ
ッ
プ
伝
」
（く
一ご

Ｕ
８
ｏ
し

に
徴
す
る
に
、
正
し
く
第
九
章

（小
堀
氏
の

区
分
に
よ
る
）
の
末
に
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
学
者
仲
間
の
招
宴
に
赴
い
た
ク
サ
ン
ト
ス
は
、
料
理
の
中
の
珍
味
を
取

り
分
け
て
、
こ
れ
を

「我
家
の
気
立
て
よ
き
人
の
許
に
届
け
て
よ
」
と
、
イ
ソ
ッ
プ
に
命
ず
る
。
か
ね
て
ク
サ
ン
ト
ス
の
妻
に
侮
辱
さ

れ
、
復
讐
の
機
会
を
狙

っ
て
ゐ
た
イ
ソ
ッ
プ
は
、
そ
の
料
理
を
持
帰
り
、
女
主
人
の
眼
前
で
大
に
喰
は
せ
る
。
勿
論
、
ク
サ
ン
ト
ス
は

そ
れ
を
知
る
よ
し
も
な
い
。
宴
席
に
戻

っ
た
イ
ソ
ッ
プ
は
、
そ
し
ら
ぬ
顔
で
ク
サ
ン
ト
ス
に
復
命
す
る
。
そ
の
機
会
を
捉

へ
た
学
者
達
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は
、
イ
ソ
ッ
プ
に
質
問
を
発
し
、
頓
智
を
試
み
る
。　
そ
し
て
、
「屠
所
に
引
か
れ
行
く
羊
は
お
と
な
し
い
の
に
、　
豚
は
何
故
騒
ぎ
立
て

る
の
か
」
と
い
ふ
質
問
に
、　
イ
ソ
ッ
プ
が
答

へ
る
と
い
ふ
話
が
続
く
。

ｒ
”
●
お
び
Ｒ
ｍ
Ｒ

本
も
又
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ヴ

ェ
ル
本
の
流
れ

を
汲
む

一
本
と
推
測
さ
れ
る
が
、
ル
・
コ
ッ
ク
氏
が
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
部
分
で
あ
る
に
違
ひ
な
い
。

シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ヴ

ェ
ル
本
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
こ
の
イ
ソ
ッ
プ
の
伝
に
つ
い
て
は
、

「
レ
ミ
キ
ウ
ス
に
よ
り
て
ギ
リ
シ
ヤ
語
よ
り

ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
、
聖
ク
リ
ソ
ゴ
ヌ
ス
枢
機
卿
司
祭
の
称
号
を
有
す
る
尊
き
神
父
様
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
殿
に
献
げ
ら
れ
た
る
高
名
な

寓
話
作
者
イ
ソ
ポ
の
生
涯
の
物
語
」
と
い
ふ
副
題
が
付
い
て
ゐ
る
。
レ
ミ
キ
ウ
ス

（”
①
ヨ
】ｏ
ご
０

本
は
〓
Ｎ
年
ミ
ラ
ノ
刊
、
イ
ソ
ッ
プ

伝
の
後
に
百
篇
の
ギ
リ
シ
ヤ
散
文
寓
話
の
ラ
テ
ン
訳
を
収
め
る
集
で
あ
る
が
、
伝
の
部
の
基
と
な

っ
た
の
は
、
十
四
世
紀
に
ビ
ザ
ン
チ

ン
で
書
か
れ
た
マ
ク
シ
ム

・
プ
ラ
ヌ
ー
デ
ス
（く
”
独
Ｂ
８

”
】”
●
●
０
８
）
の
そ
れ
で
あ
ら
う
。
プ
ラ
ス
ー
デ
ス
は
、
古
く
か
ら

「伝
」

の
作
者
と
さ
れ
て
き
た
が
、
信
ず
べ
く
も
な
い
。
中
世
の
数
あ
る
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
の
編
纂
者
の

一
人
で
、
十
四
世
紀
の
前
半
に
、
イ

ソ
ッ
プ
伝
を
冒
頭
に
置
く
寓
話
集
の
型
を
定
着
さ
せ
、
そ
れ
を
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ

ル
か
ら
イ
タ
リ
ア
に
齋
し
た
人
と
説
く
先
学
も

あ
る
。

勿
論
、

彼
以
前
に
於
て
も
、
「伝
」
と

「寓
話
集
」
と
を

一
括
し
た

「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
伝
本
が
皆
無
で
あ

っ
た
と
は
考

へ

ら
れ
な
い
が
、
多
く
の
場
合
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
書
物
と
し
て
、
伝
写
さ
れ
流
布
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

イ
ソ
ッ
プ
の
名
を
冠
し
た
最
初
の
寓
話
集
は
、

紀
元
前
三
世
紀
頃
、　
デ
メ
ト
リ
ォ
ス

．
フ
ァ
レ
ル
ス

（∪
①
ヨ
①
一『”８

”
ｒ
”
】ｑ
８
）

に
よ

っ
て
結
集
さ
れ
た

い
電ヽ
ヽ
、
お
Ｓ
ヽヽ
ミ

●
ミ
電
噴
ミ

で
ぁ
る
が
湮
滅
し
、
現
存
す
る
も
の
は
、　
一
世
紀
頃
、
ギ
リ
シ
ヤ
系

ロ
ー
マ

人
フ
ァ
イ
ド
ル
ス
（『
Ｆ
”
①
Ｑ
【“
３
が
、
デ
メ
ト
リ
ォ
ス
の
そ
れ
な
ど
を
基
に
編
輯
し
た
短
長
律
寓
話
集
の
系
統
を
引
く
と
い
ふ
。
「伝
」

も
ほ
ぼ
同
じ
頃
か
、

今
少
し
く
遅
れ
て
成

っ
た
も
の
で
、　
恐
ら
く
は
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
辺
り
で
書
か
れ
た
も
の
と

想
像
さ
れ
て
ゐ

る
。
プ
ラ
ヌ
ー
デ
ス
の

「伝
」
も
、　
遡
れ
ば
そ
の
辺
ま
で
辿
り
着
く
訣
で
あ
る
が
、　
そ
れ
に
は
既
に

「賢
者
ア
ヒ
カ
ル
の
物
語
」
（湮

滅
）
を
混

へ
る
も
の
と
な

っ
て
ゐ
範
。
遠
田
　
勝
氏
に
従

へ
ば
、

「伝
」
の
前
半
で
は
反
抗
的
な
奴
隷
で
あ
る
イ
ソ
ッ
プ
が
、

後
半
で

は
俄
か
に
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
王
の
忠
臣
に
な
り
変
は
る
の
は
、
そ
の
名
残
り
を
止
め
る
も
の
と
い
ふ
。
紀
元
前
五

・
六
世
紀
頃
、
古
代
ア
ラ
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ム
語
で
書
か
れ
た
ア
ヒ
カ
ル

（＞
０
，
寿
鶴
）
の
言
葉
乃
至
は
伝
は
、

い
ち
は
や
く
シ
リ
ア
語
や
ア
ル
メ
ニ
ア
語

ｏ
古
代
ト
ル
コ
語
な
ど

に
訳
さ
れ
、
ア
ラ
ブ
語
を
介
し
て

『
千
夜

一
夜
物
語
」
に
馴
を
落
す
が
、　
一
方
で
ギ
リ
シ
ア
語
訳
を
経
て
、
イ
ソ
ッ
プ
伝
に
も
融
合
し

た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

閑
話
休
題
。
ウ
イ
グ
ル
人
が
漠
北
を
去

っ
て
高
昌
に
移

っ
た
の
は
、　
唐
の
認
宗
の
成
通
九
年

（Ｓ
ｅ

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

如
上

の
文
書
が
そ
れ
以
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
づ
想
定
し
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
で
は
、
そ
の
下
限
は
如
何
と
い
ふ
に
、
沢
ル
・
コ
ッ

ク
氏
は
）

一
言
も
説
き
居
ら
ぬ
か
ら
、
勿
論
、
其
の
意
の
あ
る
所
は
知
り
難
い
」
。
し
か
し
、
「僅
少
な
る
用
語
の
上
か
ら
考

へ
る
と
、

遅
く
も
唐
の
中
葉
に
当
る
も
の
と
断
ず
る
こ
と
を
憚
ら
ぬ
ト
ル
コ
語
＝
特
に
ト
ル
コ
語
と
称
し
て
ウ
イ
グ
ル
語
の
名
称
を
避
け
る
＝
仏

典
に
見
ゆ
る
も
の
と
同

一
の
語
法
が
現
は
れ
、
単
語
に
つ
い
て
も
特
異
の
も
の
は
な
い
。
要
す
る
に
唐
宋
時
代
の
も
の
と
い
ふ
よ
り
外

致
し
方
あ
る
ま
い
」
と
、
羽
田
博
士
は
説
か
れ
、
更
に
、
ル
ｏ
コ
ッ
ク
氏
は

「東
西
文
明
相
互
の
伝
播
融
合
上
に
於
て
、
混

丼
ズ
犯
た

る
摩
尼
教
の
働
き
を
重
く
見
る
人
」
で
、
該
書
の
前
序
に
も
、
「印
度
の
仏
教
の
伝
説
を
西
方
に
、
希
　
　
臆
や
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
や
、

イ
ラ
ン
の
思
想
を
極
東
に
齊
し
た
も
の
は
、
東
方
の
基
督
教
で
は
な
く
し
て
摩
尼
教
で
あ

っ
た
」
と
記
し
て
ゐ
る
位
で
あ
る
か
ら
、
「此

の
断
片
が
吐
魯
番
に
於
け
る
摩
尼
教
徒
な
る
ウ
イ
グ

ル
人
の
間
に
、
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
の
は
、
何
等
驚
く
に
当

ら
ぬ
と
見
た
」
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
、
附
言
し
て
居
ら
れ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
の
幾

つ
か
が
、
九
世
紀
の
中
葉
に
は
中
国
の
辺
境
に
入

っ
て
ゐ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
し
か

も
そ
の
可
能
性
は
更
に

一
世
紀
を
遡

っ
て
、
中
国
本
土
に
於
て
も
と
想
定
す
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
不
自
然
で
は
な
い
。
蓋
し
、
摩
尼

教
が
中
国
に
伝

へ
ら
れ
た
の
は
、
唐
の
則
天
武
后
の
時
代
で
あ
り

（
『
佛
祖
統
記
』
巻
三
十
九
）
、　
一
時
禁
圧

（認
Ｎ
年
）
さ
れ
た
が
復

活
し
て
、
長
安
そ
の
他
の
地
に
は
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
程
で
あ
る
し
、
蒙
古
の
遊
牧
ウ
イ
グ
ル
間
に
摩
尼
教
が
広
ま

っ
た
の
も
、
唐
を

経
由
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
著
聞
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
既
に
し
て

一
方
に
は
、
ウ
イ
グ
ル
の
政
治

・
文
化
の
指
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導
者
と
な
り
、
イ
ラ
ン
的
ソ
グ
ド
文
化
を
齋
し
、
摩
尼
教
の
普
及
や
ウ
イ
グ
ル
文
字
の
発
明
に
も

一
役
を
買

っ
た
ソ
グ
ド

（栗
特
）
人

の
活
躍
が
あ
り
、
活
溌
な
国
際
的
通
商
に
従
事
し
、
東
西
文
化
の
交
流
に
も
大
き
な
役
割
を
果
し
た
突
豚
の
勃
興
が
見
ら
れ
、
又
、
ネ

ス
ト
リ
ウ
ス
派
の
キ
リ
ス
ト
教

（景
教
）
の
伝
流

（唐

・
太
宗
貞
観
九
年

〔８
３
）
が
あ

っ
て
、
訳
経
や
寺
院
の
建
立
も
あ

っ
た
こ
と

な
ど
を
併
せ
考

へ
る
な
ら
ば
、
そ
の
可
能
性
は
、
益
々
強
い
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
。

か
く
て
、
唐

・
宋
以
後
の
中
国
の
民
間
説
話
に
は
西
方
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
更
に
転
じ
て
、
日
本
に
伝
来

し
た
例
が
見
ら
れ
る
様
に
な
る
。
さ
う
し
た

一
例
と
し
て
、
無
住
の

『
沙
石
集
』
巻
九
第
二
話
に
収
め
る
次
の

一
話
を
、
指
摘
す
る
こ

と
が
出
来
る
。正

直

ニ
シ
テ
賓
ヲ
得
タ
ル
事

近
年
ノ
婦
朝
ノ
僧
ノ
説
ト
テ
、
或
人
ノ
語
リ
シ
ハ
、
唐

二
賤
キ
夫
婦
ア
リ
。
餅
ヲ
賣
テ
世
ヲ
渡
ケ
リ
。
夫
卜
、
道
ノ
頭

ニ
シ
テ

餅
ヲ
賣
ケ
ル
ニ
、
人
ノ
袋
ヲ
落
シ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
取
テ
見
レ
バ
、
銀
ノ
軟
挺
六
ア
リ
ケ
リ
。
家

ニ
モ
チ
テ
婦
リ
ヌ
。
妻
心
ス
ナ
ヲ
ニ

欲
ナ
キ
者

ニ
テ
、
「我
等

ハ
ア
キ
ナ
フ
テ
ス
グ
レ
バ
事
モ
カ
ケ
ズ
。

此
主
イ
カ
バ
カ
リ
歎
求
ム
ラ
ム
。

絲
惜
事
ナ
リ
。
主
ヲ
尋
テ

（者
）

返
シ
給

へ
」
卜
云
ケ
レ
バ
、
「実

二
」
ト
テ
、
普
ク
フ
レ
ケ
ル
ニ
、
主
卜
云
物
出
来
テ
、
是
ヲ
得
テ
ア
マ
リ
ニ
嬉
ク
テ
、
ヨ
一ヲ
バ

奉
ラ
ン
」
卜
云
テ
、
既

二
分
ベ
カ
リ
ケ
ル
時
、
思
カ
ヘ
シ
テ
、
煩
ヲ
出
サ
ン
篤

二
、

「七

コ
ソ
ア
リ
シ
ニ
、

六
ア
ル
コ
ソ
不
審
ナ

レ
。　
一
ヲ
バ
カ
ク
サ
レ
タ
ル
ニ
ヤ
」
卜
云
。
「
サ
ル
事
ナ
シ
。　
モ
ト
ヨ
リ
六
ナ
リ
」
卜
論
ズ
ル
程

二
、　
省
ア
ハ
國
ノ
守
ノ
許

ニ
シ

（
者
）

テ
、
是
レ
ヲ
コ
ト
ワ
ラ
シ
ム
。
國
ノ
守
、
眼
賢
ク
シ
テ
、
此
ノ
主

ハ
不
実
モ
ノ
、
此
男

ハ
正
直
ノ
物
卜
見
ナ
ガ
ラ
、
猶
不
審
ナ
リ

（
ハ
）

ケ
レ
バ
、
彼
妻
ヲ
召
テ
、
別
ノ
所

ニ
シ
テ
、
事
ノ
子
細
ヲ
尋
ル
ニ
、
夫
ガ
申
状

ニ
ス
コ
シ
モ
タ
ガ
ワ
ズ
。
此
ノ
妻

ハ
極
タ
ル
正
直

（
者

）

ノ
物
卜
見
テ
、
彼
主
不
実
ノ
事
惟
ナ
リ
ケ
レ
バ
、
國
ノ
主
ノ
判

二
云
、

「此
事
惟
ノ
證
抜
ナ
ケ
レ
バ
判
ジ
ガ
タ
シ
。

但
ト
モ
ニ
正

(I)
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´
工
）

直
ノ
者
卜
見

ヘ
タ
リ
。
夫
妻
又
詞
タ
ガ

ハ
ズ
。
主
ノ
詞
モ
正
直

ニ
キ
コ
ユ
レ
バ
、
七
ア
ラ
ム
軟
挺
ヲ
得
テ
ト
ル
ベ
シ
。
是

ハ
六
ア

レ
バ
、
別
ノ
人
ノ
ニ
コ
ソ
」
ト
テ
、
六
ナ
ガ
ラ
夫
妻

ニ
タ
ビ
ケ
リ
。
宋
朝
ノ
人
、
イ
ミ
ジ
キ
成
敗
ト
ゾ
、
普
ク
ホ
メ

旬

ヶ
ル
。

心
直
ケ
レ
バ
、　
自
ラ
天
ノ
興
テ
宝
ヲ
エ
タ
リ
。

心

マ
ガ
レ
ル
ハ
、　
冥
ト
ガ
メ
テ
財
ヲ
失
フ
。

此
理
リ
ス
コ
シ
モ
タ
ガ
フ
ベ
カ
ラ

ズ
。
返
々
モ
心

ハ
清

ス
ナ
ホ
ナ
ル
ベ
キ
者
ナ
リ
。

こ
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
に
説
が
あ
り
、
「
お
そ
ら
く
は
イ
ン
ド
か
ら
起
り
、
東
に
も
西
に
も
広
が

っ
た
、　
い
は
ば
世
界

的
の
民
話
」
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
て
、
更
に
蛇
足
を
加

へ
る
必
要
が
な
い
。
が
、
当
面
の
課
題
か
ら
、
見
遁
せ

ぬ
問
題
点
も
見
出
さ
れ
る
の
で
、
少
し
く
跡
を
辿

っ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ま
づ
、
こ
れ
に
説
を
な
す
者
は
南
方
熊
楠
翁
で
、　
翁
は
、　
覇
翁
年

ロ
ン
ド
ン
刊
の

『
笑
諄
捷
答
』
Ｃ
Ｓ

こヽ
　
ピ
・゙
∽

ヽ
ヽ
ヽ

ｏ
ミ
懇ヽ

ゝ
磯
Ｓ
おヽ
）
の
第
十
六
章
に
類
話
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
、

類
話
は
欧
洲
に
色
々
と
あ
る
が
、
そ
の
原
話
は
仏
典
に
あ
る
と
し
て
、

劉
宋
の
仏
陀
什
等
訳

『
弥
沙
塞
部
五
分
律
』
巻
九

綸
Ｆ
諭
漱
概
生
じ
に
見
え
る
波
斯
匿
王
と

一
外
道
の
話
を
挙
げ
、
同
じ
話

は
銚

秦

訳

④

『
四
分
律
』
巻
十
八
に
も
見
え
る
と
説
か
れ
た
。
翁
の
指
摘
は
、
恐
ら
く
肯
繁
に
当
る
も
の
で
あ
ら
う
が
、

「裁
判
官
、　
佛
法
嫌
ひ
で

非
理
に
決
断
し
、
（金
を
拾
得
し
た
）
比
丘
を
四
辻

へ
出
し
、　
死
刑
に
せ
ん
」
と
し
た
り
、

誤
審
の
訂
正
を
王
に
需
め
ら
れ
た
裁
判
官

が
、
「
か
く

面

り
王
を
欺
く
者
」
と
し
て
、
証
告
し
た

「外
道
は
死
刑
、

財
産
は
官
に
没
収
」
と
裁
決
す
る
が
、

比
丘
の
救
命
に
よ

っ
て
、
死
刑
は
免
れ
た
と
い
っ
た
要
素
は
、
他
の
類
話
に
は
見
ら
れ
な
い
。
拾
得
金
の
処
置
に
つ
い
て
も
、
結
論
的
な
も
の
は
語
ら
れ

ぬ
と
説
く
。

金
関
丈
夫
博
士
の
説
は
、　
こ
れ
と
は
全
く
別
の
観
点
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、

「近
年
婦
朝
ノ
僧
ノ
説
」
と
し
て
語
ら
れ
る
件
の

説
話
が
、

陶
宗
儀
の

『
南
村
鞍
耕
録
』
含
〓
ｏ
年
成
）
巻
十

一
の

「賢
母
辞
拾
遺
紗
」

に
符
合

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
に
始

②ま
る

。

轟
以
道
宰
江
右

一
邑
、
日
有
村
人
早
出
賣
菜
、
拾
得
至
元
紗
十
五
錠
、
掃
以
奉
母
。
母
怒
日
、
得
非
盗
来
而
欺
我
乎
。
縦
有
遺
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失
、
亦
不
過
三
雨
張
耳
、
寧
有

一
東
之
理
。
況
我
家
未
嘗
有
此
、
立
富
禍
至
、
可
急
速
送
還
、
景
累
我
篤
也
。
言
之
再
、
子
弗
従
。

母
日
必
如
是
、
我
須
訴
之
官
。
子
日
、
拾
得
之
物
送
還
何
人
。
母
日
、
但
於
原
拾
虎
侯
候
、
定
有
失
主
末
夫
。
子
遂
依
命
携
往
。

頃
間
果
見
尋
紗
者
。
村
人
本
朴
質
、
寛
不
詰
其
数
、
便
以
付
還
。
傍
観
之
人
皆
令
分
取
篤
賞
。
失
主
斬
日
、
我
原
二
十
定

（錠
）
、

方
綾

一
半
、
安
可
賞
之
。
争
問
不
己
、
相
持
至
鷹
事
下
。
最
推
問
村
人
、
其
辞
賞
。
又
密
喚
其
母
審
之
合
。
乃
倅
二
人
各
具
、
失

者
責
二
十
定

（錠
）
、
得
者
賞
十
五
定

（錠
）
、
文
状
在
官
後
、
却
謂
失
者
日
、
此
非
汝
砂
、
必
天
賜
賢
母
、
以
養
老
者
。
若
二
十

定

（錠
）
、
則
汝
妙
也
、
可
自
別
尋
去
。
遂
給
付
母
子
ｃ
聞
者
稽
快
。

こ
の
物
語
は
、

楊
璃
の

『
山
居
新
語
』
（至
正
廿
年
成
。
〓
８
）
や
明
の
馬
夢
龍
の

『
古
今
諄
概
』
顔
甲
部
第
十
八
に
も
、　
や
や
簡

略
な
形
で
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
内
容
に
は
変
は
り
が
な
い
。

轟
以
道
は
、
元
初
に
実
在
し
た
人
物
で
、
文
宗
の
天
暦
二
年

（
〓
器
）
江
華
縣
夕
と
な

っ
た
時
、
参
政
の
阿
榮
な
る
者
が
悪
ん
で
、

武
昌
の
推
官
に
左
遷
し
よ
う
と
図

っ
た
が
、
文
宗
は

「武
昌
は
訟
獄
繁
し
、
以
道
に
非
ず
ん
ば
治
む
る
能
は
ず
」
と
聴
さ
な
か

っ
た
と

伝

へ
ら
れ
る
。
そ
の
生
歿
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
天
暦
三
年
以
後
数
年
し
て
齢
六
十

一
で
歿
し
た
ら
し
い

（『
新
元
史
』
二
循
吏
博
し
。

し
て
み
る
と
、
『
沙
石
集
』
の
成

っ
た
弘
安
六
年

（馬
”
）
の
頃
、

彼
は
ま
だ
十
歳
前
後
の
少
年
で
あ

っ
た
に
過
ぎ
ず
、　
恐
ら
く
は
宋

代
に
流
行
し
て
ゐ
た
名
裁
判
官
の
物
語
が
、
最
以
道
に
附
会
さ
れ
て
語
り
継
が
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
中
国
の
文
献
で
は

な
く
、
日
本
の
文
献
に
よ

っ
て
証
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。

博
士
の
所
論
は
、
転
じ
て

『
沙
石
集
』
の
文
中
に
見
え
る

「軟
挺
」
の
こ
と
に
及
び
、
分
銅
形
を
し
た
元
初
の
銀
錠
が
明
代
に
も
通

用
し
、
日
明
貿
易
に
も
用
ゐ
ら
れ
、

我
国
で
は

「南
挺
」
（南
廷

ｏ
南
僚
）
な
ど
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、　
か
う
し
た
小

さ
な

一
の
民
話
も
、
背
景
と
な

っ
て
ゐ
る
も
の
を
分
析
す
れ
ば
、
楼
々
と
し
て
興
味
尽
き
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
説
か
れ
た
も
の
で

あ

っ
た
。

そ
の
後
、
博
士
は
上
記
し
た
南
方
翁
の
文
章
に
気
付
か
れ
、
ト
ン
プ
ソ
ン
の

『
説
話
文
學
モ
チ
ー
フ
索
引
』
（望
】，

日
ｒ
ｏ
ヨ
フ
ｏ
コ
一
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≧
Ｓ
ヽ
き
さ
ヽ
ミ
ご
ゞ
濠
』
や
ミヽ

ミヽ
Ｐ

お
，

８
８
）

に
よ

っ
て
、　
七

つ
の
類
語
が
、　
ア
ラ
ブ

・
ド
イ
ツ

ｏ
イ
ギ
リ
ス

・
ス
ペ
イ
ン

・

イ
タ
リ
ア
の
各
地
に
遍
在
す
る
こ
と
を
確
め
ら
れ
、　
こ
れ
と
は
別
に
、　
ヘ
ー
ベ
ル
の

『
ラ
イ
ン
家
友
の
玉
手
箱
』

Ｃ
ｏ
ｒ
”
●
●
「
①
一Ｒ

目
①
σ
２
¨
，
ざ

単ヽ
お

おヽ
き

さ
∽
ヽ
卜
きヽ
ン
おヽ
ミ

やヽ
ぶ
ヽ
ミ
ヽ
お
し

第
二
十
話
に

「賢
明
な
裁
判
官
」
と
い
ふ
類
話
が
あ
り
、
そ
の
冒
頭

に

「東
方
の
國
々
（〓
Ｒ
”
①
ュ
”
コ
０
３

に
起

っ
た
こ
と
で
も
、
み
な
が
み
な
詳
の
わ
か
ら
ぬ
話
で
も
な
い
」
と
言

っ
て
ゐ
る
の
は
、
西

欧
に
流
布
し
た
以
上
の
説
話
が
、
東
方
か
ら
伝

へ
ら
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
そ
の
西
漸
は
、
ト
ン
プ
ソ
ン
の
前
掲
書
に
挙
げ
る
リ

ュ

ー
ベ
ッ
ク
地
方
の
民
話

（〕
ｏ
ｒ
”
●
●
８

０
ｏ
σ
〓
Ｖ
‥
・
ゃ
ヽ
き

や
ヽ

い
ま

懇ヽ

ドミ
ｐ

〓
ゴ

Ｚ
９

お
３

の
〓
ぶ
年
以
前
に
あ
る
と
考

ヘ

ら
れ
る
。

一
方
、
中
国
で
は
、
前
に
最
以
道
の
話
と
し
て
こ
れ
を
伝

へ
た
潟
夢
龍
が
、
「
古
今
小
説
』
巻
二
に
収
め
る

「陳
御
史
巧
勘
金
銀
鋼
」

の
枕
に
こ
れ
を
用
ゐ
て
、
縣
ヂ
相
公
陳
御
史
の
話
と
し
て
語
り
、
抱
甕
老
人
の

『
今
古
奇
観
』
巻
二
十
四
に
は
、
件
の
小
説
が
そ
の
儘

に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
し
、
清
の
朱
燿
清
の

『
埋
憂
集
』
（同
治
十
二
年
自
序
）
巻
六
に
も
、
「諮
判
」
と
題
す
る
類
話
が
あ
る
。
類
話
は

朝
鮮
に
も
あ

っ
て
、
国
目
邸
野
談
』
巻
二
に
見
え
る
が
、
こ
の
話
で
は
、
拾
得
者

（僧
）
が
与

へ
ら
れ
た
二
十
両
を
、
遺
失
者

（牛
商
）

に
返
す
と
い
ふ
美
談
が
加
は

っ
て
ゐ
て
、
他
と
は
少
し
く
異

っ
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
を
、
補
説
さ
れ
た
。

金
関
博
士
の
最
初
の
論
文
は
、
実
は
筆
者
が
編
輯
し
て
ゐ
た
雑
誌

『
新
中
国
』
第
二
号
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
当
時
、
先
生
は
既

に
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
と
の
関
係
に
関
心
を
有
た
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
記
憶
す
る
が
、
補
説
さ
れ
た
論
文
に
も
そ
れ
に
触
れ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の

は
、
今
以
て
腑
に
落
ち
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
国
字
本

『
伊
曽
保
物
語
」
上
巻
第
十
三
話

「商
人
か
ね
を
お
と
す
公
事
の
事
」
が
、
如
上

一
連
の
説
話
の
類
話
で
あ
る

こ
と
は
、
既
に
気
付
か
れ
て
ゐ
る
人
も
妙
く
な
い
で
あ
ら
う
。
既
述
の
如
く
、
同
本
で
は
、
こ
れ
を
伊
曽
保
の
逸
事
と
い
ふ
体
裁
で
、

「伊
曽
保
の
生
涯
」
の
部
分
に
組
み
込
ん
で
ゐ
る
が
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
プ

ェ
ル
本
で
は
、
第

一
四
五
話

「
見

つ
か

っ
た
財
産
に
就
て

の
判
決
」
余
ピ
ユ
①
ユ
ご

Ｏ
①
ｏ
８
ｃ
●
ご

ヨ
く
の
ュ
じ

と
題
し
、
独
立
し
た

一
話
と
し
て
扱

っ
て
ゐ
る
。
国
字
本
上
巻
第
十
五
話

「長
者
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と
他
国
の
商
人
の
事
」
・
同
第
十
六
話

「
イ
ソ
ポ
と

二
人
の
侍
夢
物
語
の
事
」
も
同
断
で
、
前
者
は
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ヴ

ェ
ル
本
第

一

四
三
話

「信
義
深
き
金
の
預
り
手
」
（∪
①
”
０
２

０
ｏ
ヨ
中∽８

ｏ
８
●
コ
】じ
、

後
者
は
第

一
四
六
話

「
パ
ン
の
権
利
を
争
ふ
二
人
の
道
連

れ
」
（∪
ｏ
「
Ｏ
①
言
ご
ヨ

∽８
一Ｒ
ｃ
ヨ

”
二

ちユ
ご
∽
守
”
“
Ｏ
①
ｏ
”
”
Ｆ
）
に
相
当
し
、
何
れ
も

「
ペ
ト
ル
ス
・
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
ス
抄
」

④

の
部
の
中
に
見
出
さ
れ
る
と
、
小
堀
桂

一
郎
氏
は
指
摘
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
中
　
直

一
氏
は
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
ス
の

『
妾
心
教
訓

集
』
（”
①
一日
∽
＞
ぼ
ｒ
ｏ
●
∽ｃ
貿

υ
ン
きヽ
き
ヽ

きヽ
きヽ
ヽ
シ
じ
第
十
七
話

「黄
金
の
蛇
」
が
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
第

一
四
五
話
の
原
拠
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら

一
連
の
説
話
を
二
分
し
て
、
判
決
が
王

（国
の
守
）
自
ら
に
よ
る
も
の
か
、
賢
者

（伊
曽
保
）
の
献
策
を
容
れ

④

る
も
の
で
あ
る
か
、
遺
失
金
が
拾
得
者
に
与
へ
ら
れ
る
か
、
元
の
主
に
返
却
さ
れ
る
か
な
ど
の
点
で
区
別
さ
れ
る
と
し
た
。

『
衰
心
教
訓
集
』
は
、
十
二
世
紀
の
初
頭
、
〓
８
年
頃
に
成
っ
た
も
の
。
「中
世
ラ
テ
ン
世
界
で
最
も
古
い
小
話
集
で
、　
主
部
は
三

十
四
篇
の
逸
話
や
コ
ン
ト
か
ら
成
る
。
ア
ラ
ビ
ア
の
賢
人
ル
キ
ア
ー
ナ
が
、
そ
の
息
子
に
語
っ
て
き
か
せ
る
処
世
術
的
教
訓
と
い
ふ
体

裁
の
枠
物
語
に
な
っ
て
ゐ
る
。

オ
リ
エ
ン
ト
世
界
の
讐
喩
や
説
話
を
中
世
西
欧
世
界
に
移
入
す
る
上
に
果
し
た
役
割
は
大
き
く
、
か

の

『
バ
ル
ラ
ー
ム
と
ヨ
ア
ー
サ
フ
』
の
中
の
讐
喩
諄
と
共
通
の
説
話
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
れ
に
は
ま
た

『
ゲ
ス
タ

。
ロ
マ
ノ
ル
ム
』

②

や
ジ
ャ
ッ
ク

・
ド

・
ヴ
ィ
ト
リ
の

『
エ
ク
セ
ン
プ
ラ
」
と
も
共
通
で
あ
る
」
と
い
ふ
。
し
て
み
る
と
、
件
の
寓
話
は
、
十

一
世
紀
の
ア

ラ
ブ
世
界
に
既
に
弘
布
し
、
十
二
世
紀
の
初
頭
に
は
西
欧
の
ラ
テ
ン
世
界
に
も
紹
介
さ
れ
た
説
話
で
、
中
国
に
は
恐
ら
く
は
波
斯
人
乃

至
は
大
食
人
に
よ

っ
て
搬
入
さ
れ
て
民
話
と
な
り
、
更
に
東
漸
し
て
弘
安
六
年

（
馬
曽
）
を
遡
る
何
年
か
前

（せ
い
ぜ
い
十
年
ほ
ど
で

あ
ら
う
）
に
、
日
本
に
伝

へ
ら
れ
、
無
住
の

『
沙
石
集
』
に
記
録
さ
れ
る
に
至

っ
た
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
様
に
、
説
話
の
伝
流

し
た
時
点
が
明
示
さ
れ
得
る
の
は
、
正
に
稀
有
の
事
象
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

中
東
乃
至
は
西
欧
の
諸
民
族
間
に
、
神
話
乃
至
は
民
話
と
し
て
語
り
伝

へ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
、
鎌
倉
時
代
以
前
に
既
に
日
本
に
も

(プ )ヽ
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伝

へ
ら
れ
て
ゐ
た
痕
跡
を
示
す
も
の
は
、　
他
に
も
あ
る
。
「帥
馬
の
耳
」
で
知
ら
れ
る
ミ
ダ
ス
王
の
話
の
如
き
も
、　
そ
の

一
例
で
あ
ら

う
。

『
大
鏡
」
の
冒
頭
部
に
、
次
の

一
節
が
あ
る
。

さ
い
つ
頃
、
雲
林
院
の
菩
提
講
に
詣
で
て
侍
り
し
か
ば
、
例
の
人
よ
り
は
こ
よ
な
う
年
老
い
、
う
た
て
げ
な
る
翁
二
人
、
姫
と

い
き
あ
ひ
て
、
同
じ
所
に
ゐ
ぬ
め
り
。
…
…

（中
略
）
…
…

「
…
あ
は
れ
に
嬉
し
く
も
會
ひ
ま
う
し
た
る
か
な
。
今
ぞ
心
安
く
黄

泉
路
も
ま
か
る
べ
き
。
お
ぼ
し
き
こ
と
い
は
ぬ
は
、
げ
に
ぞ
腹
ふ
く
る
る
心
地
し
け
る
。
か
か
れ
ば
こ
そ
、
昔
の
人
は
も
の
言
は

ま
ほ
し
く
な
れ
ば
、
穴
を
掘
り
て
は
い
ひ
入
れ
は
べ
り
け
め
と
お
ぼ
え
侍
り
。
か
へ
す
が

へ
す
う
れ
し
く
封
面
し
た
る
か
な
。
さ

て
も
い
く

つ
に
か
な
り
給
ひ
ぬ
る
」
と
い
へ
ば
…
…

傍
線
部
の

「
お
ぼ
し
き
こ
と
い
は
ぬ
は
、
げ
に
ぞ
腹
ふ
く
る
る
心
地
し
け
る
」
と
い
ふ
言
葉
は
、
類
似
の
語
が

『
徒
然
草
』
に
も
見

え
て
、
始
ん
ど
諺
語
と
な

っ
て
ゐ
る
観
が
あ
る
が
、
続
く

「片
の
人
は
云
々
」
の
旬
と
明
み
合
せ
て
考

へ
る
な
ら
ば
、
踏
ま

へ
る
故
事

が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
故
事
と
し
て
、
高
麗
の
僧

一
然

（馬
８
１
馬
Ｓ
）
の
撰

『
三
国
遺
事
』
巻
二

・
第
四
十
八

「景

文
大
王
」
の
条
に
見
え
る

王
耳
忽
長
如
瞭
耳
ｃ
王
后
及
宮
人
皆
未
知
ｃ
唯
僕
頭
匠

一
人
知
之
。
然
生
平
不
向
人
説
。
其
人
絡
死
、
入
道
林
寺
竹
林
中
、
無

人
虎
向
竹
唱
云
、
ヨ
ロ君
耳
如
髄
耳
」
。
其
後
風
吹
則
竹
書
云
、
ヨ
ロ君
耳
如
瞭
耳
」Э
王
悪
之
、
乃
伐
竹
而
植
山
栞
英
。
風
吹
則
但

聾
云
、
ヨ
ロ
淋
耳
長
」
建
絲
樹
畔
在
ｏ

④

の

一
条
が
注
日
さ
れ
る
様
に
な

っ
た
の
は
、
比
較
的
新
し
い
こ
と
の
様
で
あ
る
。

も

っ
と
も
、
こ
の
話
は
、
明
治
中
期
か
ら
人
々
の
関
心
を
惹
い
た
も
の
で
、
そ
の
き

っ
か
け
は
、
明
治
三
十
二
年
、
帝
国
文
学
会
第

四
回
講
演
会
の
席
上
、
坪
井
九
馬
三
博
士
が
試
み
ら
れ
た
講
演

「朝
鮮
の
神
話
」
で
あ
っ
た
ら
う
。
博
士
は
、
講
演
と
い
ふ
こ
と
も
あ

っ
て
出
処
を
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
「植
物
に
托
し
て
作

っ
た
話
」
と
考

へ
て
居
ら
れ
た
か
ら
、
『
大
鏡
』
の
右
の
文
に
は
言
及
さ
れ
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な
か

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
高
木
敏
雄
氏
は
、
こ
れ
が
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
伝

へ
る
ミ
ダ
ス
王
の
耳
の
話
と
同

一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
、
「西
洋
の
古
代
の
説
話
界
と
朝
鮮
の
説
話
界
と
の
間
に
、
或
は
東
西
両
洋
の
説
話
文
学
間
に
、
直
接
若
く
は
間
接
に
何
か
の
交

④

渉
接
触
の
あ

っ
た
こ
と
だ
け
は
、
推
定
す
る
事
が
で
き
る
」
と
さ
れ
た
が
、
氏
も
又

『
大
鏡
』
の
冒
頭
文
に
は
想
ひ
到

っ
て
ゐ
な
い
。

謂
ふ
と
こ
ろ
の
ミ
ダ
ス
王
の
耳
の
話
と
は
、
も
と
も
と
オ
ビ
デ
ィ
ウ
ス

（”
匡
σ
【ご
∽
〇
く
一Ｑ
ご
∽
Ｚ
器
ｐ

お

ω
・
０
‐
↓

葛

＞
・
∪
し

の

『
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
セ
ス
』
Ｑ
ざ
ヽヽ
ミ
ｓＳ
ざ
∽ヽ
∽
じ

第
十

一
章
に
見
え
る
話
で
、　
そ
の
概
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
―
―

あ
る
時
、

ア
ポ

ロ

（＞
ｏ
ｏ
】】３

と
パ
ン

（「
”
じ

が
音
楽
の
技
競
べ
を
し
た
。
審
判
を
求
め
ら
れ
た
ミ
ダ
ス
王

（〓
一Ｑ
お
）
は
、

パ
ン
の
勝
と
判

定
し
た
の
で
、
ア
ポ

ロ
は
軽
蔑
の
意
味
で
彼
に
瞭
馬
の
耳
を
与

へ
た
。
長
い
ば
か
り
で
な
く
、
薄
い
毛
が
生
え
て
ゐ
て
、
前
後
に
動
き

き

へ
す
る
厄
介
な
代
物
で
あ

っ
た
。

こ
れ
を
愧
じ
た
王
は
、　
フ
リ
ジ
ャ
帽

（「
ｒ
【
く
∞
一”
●
ｏ
”
じ

を
被

っ
て
人
目
を
避
け
て
ゐ
た
が
、

王
の
理
髪
師
に
だ
け
は
、　
ど
う
し
て
も
隠
す
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。　
理
髪
師
は
、　
と
も
す
れ
ば
王
の
秘
密
を

洩
し
さ
う
に
な

っ
た

が
、　
日
外
す
る
こ
と
は
厳
禁
さ
れ
て
ゐ
た
か
ら

苦
し
く
て
た
ま
ら
ず
、

誰
に
も
知
ら
れ
ぬ
様
に
、　
人
里
離
れ
た
所
に
秘
か
に
穴
を
掘

り
、
「
王
様
の
耳
は
瞭
馬
の
耳
」
貧
〓
】Ｑ
お

ゴ
器

”
∽∽
ｖ∽
①
鶴
乳
じ

と
囁
き
、
そ
の
跡
に
土
を
か
け
て
気
を
休
め
て
ゐ
た
。
し
か
る
に
、

や
が
て
其
処
か
ら

一
本
の
葦
が
生
え
、
風
に
戦
い
で

「
王
様
の
耳
は
瞭
馬
の
耳
」
と
囁
く
様
に
な

っ
た
の
で
、
王
の
秘
密
は
忽
ち
に
世

に
広
ま

っ
て
し
ま

っ
た
。

景
文
大
王
の
話
が
、
こ
の
ミ
ダ
ス
王
の
話
を
換
骨
奪
胎
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
何
人
の
眼
に
も
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
王
が
長
耳

と
な

っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
コ
一国
遺
事
」
に
は
語
る
こ
と
が
な
い
が
、
そ
の
他
の
点
で
は
、
説
話
の
要
素
は
殆
ん
ど

一
致
し
て
ゐ
る
。

し
か
も

『
三
国
遺
事
』
で
は
、
前
文
に
、

王
崩
、　
謡
日
景
文
。

王
之
寝
殿
、

毎
日
暮
無
数
衆
地
倶
集
、

宮
人
驚
怖
。
特
駆
遣
之
。
王
日
、
寡
人
若
無
地
不
得
安
寝
宜
無

禁
。
毎
寝
吐
舌
満
胸
。
鋪
之
乃
登
位
。

と
あ

っ
て
、
す
ぐ
に
上
掲
し
た
長
耳
の
話
に
続
く
。
こ
の
唐
突
さ
は
、
件
の
長
耳
の
話
が
、
他
か
ら
の
借
用
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。
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換
言
す
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
方
が
源
泉
で
あ

っ
て
、
景
文
大
王
の
話
は
そ
の
末
流
に
連
る
も
の
な
の
で
あ
ら
う
。

坪
井
九
馬
三
博
士
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
た
景
文
大
王
の
話
が
、

コ
一国
遺
事
』
に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

高
木
敏
雄
氏
が
突
止

め
ら
れ
た
か
否
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。
が
、
氏
は
、
そ
の
後
も
類
話
の
蒐
集
に
努
め
ら
れ
て
ゐ
た
。
南
方
翁
は
、
か
う
記
す
。

高
木
敏
雄
君
ま
た
前
年
こ
の
諄
の
類
話
を
求
め
ら
れ
た
時
、
予
が
答

へ
た
二
三
の
話
を
拳
げ
る
と
、
ま
づ
蒙
古
の
諄
に
あ
る
王

の
耳
金
色
で
腫
耳
の
ご
と
く
長
き
を
世
間

へ
知
れ
ぬ
や
う
に
腐
心
し
、
毎
夜

一
青
年
に
そ
の
頭
を

杭

ら
し
め
、
終

っ
て
す
な
は

ち
殺
し
た
。
そ
の
番
に
中

っ
た
賢
い
若
者
が
王
の
理
髪
に
上
る
時
、
母
の
乳
と
夢
粉
で
作

っ
た
餅
を
貰

っ
て
持
ち
行
き
王
に

献

る
。
王
試
み
食
ら
う
と
旨
か

っ
た
か
ら
、
こ
の
青
年
に
限

っ
て
理
髪
が
済
ん
で
殺
さ
ず
。
た
だ
し
、
王
の
耳
に
つ
い
て
は
母
に
す

ら
語
る
な
か
ら
し
め
た
。

青
年
慣
ん
で
口
を
守
れ
ば

守
る
ほ
ど
言
ひ
た
く
な
り
、　
こ
れ
を
洩
ら
さ
ず
ば
身
が
裂
か
る
べ
く
覺
え

た
。
母
教

へ
て
、
廣
野
に
ゆ
き
て
木
か
土
の
割
れ
ロ
ヘ
囁
け
と
言
う
た
。
青
年
は
野
に
出
で
て
栗
鼠
の
穴
に
口
富
て
、
わ
が
王
は

駐
耳
を
持

つ
と
囁
く
を
聞
い
た
。
そ
の
こ
ろ
の
動
物
は
人
言
を
解
し
た
ゆ
ゑ
人
に
話
し
、
人
侍

へ
て
王
の
耳
に
入
り
、
王
瞑

っ
て

彼
を
殺
さ
ん
と
し
た
が
、
仔
細
を
聞
い
て
感
悟
し
、
彼
を
首
相
に
任
じ
た
。
青
年
首
相
と
な
っ
て

一
番
に
駐
耳
形
の
帽
を
創
製
し

夕
、れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

て
王
の
耳
を
隠
し
た
の
で
、
王
も
異
様
の
耳
を
見
ら
る
る
虞
な
く
大
い
に
安
楽
に
な

っ
た
と
い
ふ
。

文
中
の
蒙
古
の
話
と
は
、
グ
ベ
ル
ナ
チ
ス

（＞
コ
ｍ
①
ざ

Ｏ
①

の
“
σ
Ｒ
コ
”
”″

卜賀
？
お
〓
）
の

『
動
物
諄
原
』
像
ざ
ｓヽ
最
ヽヽ
ミ

さ
せ
ざヽ
‐

さ
理
ヽ
ミ

きヽ

、こ
ミ
ぷ

ミ

ヽ
ヽ
ミヽ
ヽ
お

い
く
ｏ
】，

ｒ
ｏ
●
Ｏ
ｏ
●

あ
記
）
巻

一
、　
蒙
古
話
第
二
十
五

（同
書
三

一
九
頁
）
で
あ
る
こ
と
は
、

翁
の
他
の
文
に
徴
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
方
で
は
、
王
の
耳
は

「黄
金
の
瞭
の
耳
」
、
用
ゐ
ら
れ
る
櫛
も

「金
の
櫛
」
と
語
ら
れ
、

触
れ
る
物
が
悉
く
金
と
化
し
た
と
い
ふ
ミ
ダ
ス
王
の
別
の
伝
説
の
混
入
の
跡
が
窺
は
れ
る
。

①

又
、
こ
の
蒙
古
の
話
と
よ
く
似
た
民
話
を
、
鳥
居
き
み
子
女
史
が
満
蒙
ボ
ロ
ホ
ト
ン
で
採
集
し
て
居
ら
れ
る
。
ボ
ロ
ホ
ト
ン
は
遼
の

上
京
の
宮
殿
の
在

っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
故
地
に
現
存
す
る
唯

一
の
石
人
に
ま

つ
は
る
話
と
し
て
伝

へ
ら
れ
る
も
の
と
い
ふ
。
こ
の
石

人
は
高
さ

一
丈
五
尺
五
寸
の
巨
像
で
、
左
手
に
桃
状
の
物
を
戴
せ
、
右
手
で
こ
れ
を
支

へ
る
姿
勢
を
と

っ
て
ゐ
る
が
、
実
は
ウ
ル
ジ
ク
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ン
チ
ク
ト
汗

（臆
の
耳
を
持

っ
た
皇
帝
）
の
秘
密
を
洩
し
た
小
姓
の
化
し
て
石
人
と
な
っ
た
も
の
と
伝

へ
ら
れ
る
。
説
話
の
次
第
は
、

如
上
グ
ベ
ル
ナ
チ
ス
の
伝

へ
る
と
こ
ろ
と
大
筋
で

一
致
す
る
が
、
か
な
り
相
違
す
る
点
も
亦
見
ら
れ
る
。
す
な
は
ち
、
当
番
に
よ
っ
て

汗
の
月
代
に
当

っ
た
小
姓
は
、
母
が
作

っ
て
呉
れ
た
二
つ
の
団
子
で
、
辛
う
じ
て
殺
さ
れ
る
の
を
免
れ
る
。
そ
の
代
償
と
し
て
、
汗
の

秘
密
を
洩
ら
し
て
は
な
ら
ぬ
。
「若
し
日
外
し
た
な
ら
ば
、
汝
の
心
臓
は
即
刻
日
か
ら
飛
び
出
す
筈
」
と
、　
兄
ひ
を
か
け
ら
れ
た
。

小

姓
は
暫
時
の
間
は
誓
約
を
守

っ
て
ゐ
た
が
、　
遂
に
堪

へ
き
れ
な
く
な

っ
て
、

地
下
七
尺
の
処
に
穴
を
掘

っ
て
、
「
ウ
ル
ジ
ク
ン
チ
ク
ト

汗
」
と
叫
ん
だ
。
す
る
と
、
周
囲
の
万
物
が
こ
れ
に
和
し
て

「
ウ
ル
ジ
ク
ン
チ
ク
ト
汗
」
と
叫
ん
だ
の
で
、
汗
の
秘
密
は
皆
に
知
れ
渡

っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
小
姓
の
心
臓
も
日
か
ら
飛
び
出
し
、
化
し
て
石
人
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
が
、
件
の
石
人
で
あ
る
と
い
ふ
。

グ
ベ
ル
ナ
チ
ス
の
記
録
す
る
蒙
古
話
は
、
親
の
訓

へ
の
有
難
さ
を
説
く
の
に
対
し
、
こ
の
民
話
で
は
、
誓
約
を
破
る
こ
と
の
恐
ろ
し
さ

を
説
く
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

こ
れ
と
よ
く
似
た
諄
は
イ
ン
ド
に
も
あ
る
と
し
て
、
南
方
翁
は
ポ
ン
パ
ス
の

『
サ
ン
タ
ル

・
バ
ル
ガ
ナ
ス
促
談
』

含
８
ｏ
年
刊
）
中

⑫

の

一
話
を
紹
介
さ
れ
る
。　
そ
の
諄
で
は
、
瞭
耳
で
は
な
く
牛
耳
で
あ
り
、

誓
約
を
守
ら
う
と
し
て
、

腹
の
膨
れ
る
の
に
苦
し
ん
だ
剃

工
が
打
明
け
る
相
手
は
僧
侶
で
あ
る
と
い
ふ
点
で
、
こ
れ
又
幾
分
か
変
形
し
た
も
の
と
な

っ
て
ゐ
る
。
又
、
キ
ル
ギ
ス
人
間
に
伝
は
る

日
碑
で
は
、
ミ
ダ
ス
王
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
に
変
じ
、
王
が
三
本
の
角
を
有

っ
て
ゐ
た
と
語
ら
れ
、
守
秘
の
誓
約
に
困
じ
た
剃
工

は
、
井
中
に
囁
き
込
ん
だ
の
で
、
魚
が
皆
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
又
こ
の
秘
密
が
洩
れ
た
為
に
王
は
死
ん
で
し
ま
ふ
と
、
逆
の
話
に
な

っ
て
ゐ
る

（グ
ベ
ル
ナ
チ
ス
伯
と
サ
ル
キ
ン
の
説
）
と
い
ふ
。

蒙
古
の
民
話
以
下
の

一
連
の
類
話
は
、
採
集
さ
れ
た
時
代
も
新
し
く
、
こ
れ
を
景
文
大
王
の
諄
と
同
列
に
置
い
て
論
ず
る
こ
と
は
、

勿
論
許
さ
れ
な
い
。
又
、
こ
れ
ら

一
連
の
類
話
は
、
陸
路
流
伝
す
る
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
異
分
子
を
含
み
、
変
容
し

つ
つ
成
長
を
遂
げ
た

と
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
景
文
大
王
の
諄
は
異
分
子
を
含
ま
ず
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
そ
の
儘
の
形
が
温
存
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
恐
ら
く
は

流
伝
の
経
路
を
異
に
す
る
か
と
思
ふ
。
或
い
は
、
波
斯
人
乃
至
は
大
食
人
に
よ

っ
て
、
南
海
を
経
て
直
接
齋
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
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『
三
国
遺
事
」
に
伝

へ
る
朝
鮮
の
王
者
の
逸
事
や
伝
説
に
は
我
国
で
換
骨
奪
胎
さ
れ
、
あ
た
か
も
我
国
古
来
の
伝
説
で
あ
る
か
の
如

く
語
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

例
せ
ば
、　
中
大
兄
皇
子
と
藤
原
鎌
足
と
を
結
付
け
る
契
機
と
な

っ
た
法
興
寺
の
蹴
鞠
の
話
の
如
き
、
コ
一

国
遺
事
』
巻

一
０
太
宗
春
秋
公
の
条
に
伝

へ
る
春
秋
公
と
庚
信
と
の
蹴
鞠
の
話
を
想
は
せ
る
も
の
で
あ
る
。
春
秋
公
と
庚
信
と
の
蹴
鞠

の
話
は
、　
記
録
と
し
て
、
よ
り
信
頼
の
置
け
る

『
三
國
史
記
』
（高
一麗

・
金
富
戟
奉
勅
撰
。

〓
３
年
成
）
巻
六

「新
羅
本
紀
第
六
、
文

武
王
　
上
」
の
条
に
も
見
え
、
朝
鮮
で
は
古
く
か
ら
史
実
と
し
て
伝

へ
ら
れ
て
来
た
話
で
あ
る
。　
一
方
、
中
大
兄
皇
子
と
藤
原
鎌
足
と

の
蹴
鞠
の
話
は
、
「
大
織
冠
博
』
は
も
と
よ
り

『
日
本
書
紀
』
三
鴨
駒
用
は
包

に
も
見
え
て
、　
こ
れ
亦
殆
ん
ど

史
実
の
如
く
扱
は
れ
て
ゐ

る
。
こ
の
二
つ
の
話
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
話
が
伏
在
し
、
し
か
も
姉
の
方
は
故
障
が
起

っ
て
実
現
せ
ず
、
妹
の
方
が

妃
と
な
る
な
ど
の
共
通
す
る
説
話
的
要
素
が
見
ら
れ
、
決
し
て
無
縁
な
も
の
と
は
考

へ
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
山
田
英
雄

氏
に
論
が
あ
範
。
景
文
大
王
の
伝
説
の
如
き
も
、
い
ち
は
や
く
我
国
に
伝

へ
ら
れ
、
誰
も
が
す
ぐ
そ
れ
と
気
付
く
民
話
と
な
っ
て
ゐ
た

の
で
は
な
か
ら
う
か
。
妙
く
も
、
『
大
鏡
』
の
著
者
の
語
り
回
は
さ
う
で
あ
る
。

以
上
、
論
ず
る
と
こ
ろ
は
、　
〓

一
の
説
話
に
つ
い
て
、
気
の
赴
く
儘
に
筆
を
運
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
。
単
に
こ
れ
だ
け
の
資
料
か
ら
、

当
時
の
文
化
交
流
の
実
態
を
提

へ
る
こ
と
は
、
勿
論
許
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
平
安
朝
末
期
乃
至
は
鎌
倉
初
期
と
も
な
れ
ば
、
ギ
リ
シ

ア
神
話
や
イ
ソ
ッ
プ
式
寓
話
の
あ
る
種
の
も
の
が
我
国
に
流
伝
し
て
ゐ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
さ
う
し
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
冒
頭

に
述
べ
た
お
伽
草
子
や
幸
若
舞
曲
の
素
材
の
問
題
は
、
更
め
て
検
討
し
て
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

〔註
〕

①
　
坪
内
道
通

「百
合
若
伝
説
の
本
源
」
翁
早
稲
田
文
学
』
明
治
三
十
九
年

一
月
）
・
同

「百
合
若
ｏ
酒
顛
童
子
・
金
太
郎
等
」
「
中
央
史
壇
』
（大
正
十
一

年
七
月
）
そ
の
他
。

②
　
島
津
久
基

「『天
狗
の
内
裏
」
と

『
イ
ニ
ー
ド
』
（新
潮
社
版

「
旧
本
文
学
講
座
」
第
十

一
巻
、
補
訂
し
て

「近
古
小
説
新
纂
」
に
所
収
）
・
同

「牛

若
丸
地
獄
廻
伝
説
」
翁
義
経
伝
説
と
文
学
』
本
篇
第

一
部
第
二
章
第
二
節
、
四
）。
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⑩ ⑬ O⑩

野
々
日
精

一
「
『天
稚
彦
物
語
』
の
本
源
」
翁
帝
国
文
学
』
第
十
六
巻
第
十
号
）。

島
津
久
基
、
新
潮
社
版

『
日
本
文
学
大
辞
典
）

「毘
沙
門
の
本
地
」
の
項
。

例

へ
ば
、
百
合
若
伝
説
に
つ
い
て
は
、
高
野
辰
之
博
士
の

「壱
岐
の
百
合
若
伝
説
」
翁
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
十
年
二
月
）
は
じ
め
、
中
山
太
郎

ｏ

市
場
直
次
郎
氏
な
ど
、
多
く
の
先
学
の
反
論
が
あ
る
。

津
田
左
右
吉

『
文
学
に
現
は
れ
た
る
我
が
国
民
思
想
の
研
究
―
―
武
士
文
学
の
時
代
』
第
二
篇
第
二
章

「文
学
の
概
観
」
上
。

金
関
丈
夫

「
百
合
若
大
臣
物
語
」
・
「中
国
の
百
合
若
」
・
「続
中
国
の
百
合
若
」
翁
木
馬
と
石
牛
』
所
収
）
参
看
。

新
村
　
出

「南
風
」
「
続
南
蛮
広
記
』
所
収
。
又
、
『全
集
』
第
五
巻
）。

羽
田
　
一予

「
日
本
に
伝
は
る
波
斯
文
に
就
て
」
翁
羽
田
博
士
史
学
論
文
集
』
下
）。
尚
、
こ
の
詩
句
の
一
は
、
『
王
書
』
徴
き
ヽ
卜
≧
いミ
ミ
）
中
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
追
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
又
、
神
田
喜

一
郎
先
生
の

「羽
田
先
生
の
想
ひ
出
」
翁
敦
建
学
五
十
年
』
所
収
）
に
、　
こ
れ
に
ま
つ
は
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
、
美
し
く
書
か
れ
て
ゐ
る
。

新
村
　
出

『
日
本
吉
利
支
丹
文
化
史
』
第
四
章

コ
ロ利
支
丹
文
学
」
翁
全
集
』
第
六
巻
Ｙ

同

「南
蟄
文
学
」
二

（『全
集
』
第
七
巻
）。

新
村
　
出

「
西
洋
文
学
翻
訳
の
噌
矢
―
―
文
禄
旧
訳
の

『
伊
曽
保
物
語
』
「
全
集
』
第
七
巻
）
参
照
。

護
　
雅
夫

「矢
を
分
け
与

へ
る
説
話
に
つ
い
て
」
「
北
方
文
化
研
究
報
告
』
第
七
輯
）。
目
①ヨ
く
∽
①
『ご
覇

一
ゝ

ン
０
さ

ミ

ヽ
ミ
οｓ
∽
ヽ
ミ
ヽ
０
ミ
ン
ヽ

ヽ
ミ
０
ミ
い
、Ｎ
、
さ
゛
然ヽ
οン
・
『＞
Ｏ
ρ

く
２
・
↓Ｐ
ｕ
ｐ

Ｎ
『Φ
‐Ｎ
ｏ，
・　
ｒｏｕ”

花
田
富
二
夫

「
『新
語
園
」
と
類
書
―
了
意
読
了
漢
籍

へ
の
示
唆
―
』
翁
近
世
文
芸
』
３４
）

南
方
熊
楠

「毛
利
元
就
、
箭
を
折
り
て
子
を
誠
め
し
話
」
翁
大
日
本
時
代
史
』
に
載
す
る
古
話
三
則
」
の
内
。
『全
集
』
第
三
巻
）。

本
邦
に
お
け
る

『
元
朝
秘
史
』
の
訳
注
書
と
し
て
は
、
古
く
那
珂
通
世
の

『成
吉
思
汗
実
録
』
（明
治
四
十
年
）
が
あ
り
、
小
林
高
四
郎
の

『蒙
古
の

秘
史
』
（昭
和
十
六
年
）
・
白
鳥
庫
吉
の

『蒙
文
音
訳
元
朝
秘
史
』
も
あ
る
が
、
近
時
、
村
上
正

一
訳
注

『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
、
三
冊

（昭
和
四
十
五

年
①
）
が
、
平
凡
社
版

「東
洋
文
庫
」
に
収
め
ら
れ
て
、
教

へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

東
亜
研
究
所
澤

『
西
蒙
古
の
童
話
と
伝
説
』
（昭
和
十
九
年
刊
）
三
二
〇
頁
。

∪
ｏ
毬
ｐ

｝
＞
…。
「
滲
ヽ
ｂ
げ
ぼ
む
貞
ヽ

ミ
ヽ
ｓ
、οヽ
ミ
‐Ｑ
οヽ
ぬ
ミ
ヽヽ
ο
ヽ
ど
ヽ
、、
き
も
ヽ
し
き

）ヽ

学ヽ
費
Ｆ
ヽ
お
い
ミ
■
ド
ヽ
　
↓
【”
●
∽ご
お
Ｑ
や
ｏ
ヨ

一，
①
お
ｘ
一
ｏ
「

〓
〓
Ｎ”
〓
ｃ
ゴ
”
Ｂ
ヨ
”
０
０
＞
Ｎ
く
ＨＺ
Ｈ
ｐ

一
Ｆ
ｕ
つ

いΦ
ω‐
ｕΦ
卜
い
く
２
９
〓
”
●
ｏ，
①鮮
①
，
卜Φい”

村
上
正

一
訳
註

『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
１
、
巻

一
。
三
二
節
訳
注
七

（
三
二
頁
）。

マ
ン
デ
ヴ
イ
ル
の

『
東
方
旅
行
記
』
は
、
大
正
八
年
、
金
子
健
二
氏
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
、　
新
村
出
博
士
は

「行
雲
」
翁
全
集
巻
八
）
に
お
い
て
そ
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の
労
を
多
と
せ
ら
れ
た
が
、
最
近
、
大
場
正
史
氏
の
訳
注
本
が
平
凡
社
版

「東
洋
文
庫
」
に
収
め
ら
れ
、　
抄
訳
な
が
ら
更
め
て
人
々
の
注
目
を
浴

び
る
に
至
っ
た
。
但
、
氏
の
解
説
に
、
金
子
訳
の
こ
と
に
つ
い
て

一
言
も
言
及
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
は
淋
し
い
。

羽
田
　
一テ

「
ル
・
コ
ッ
ク
氏
著
摩
尼
教
遺
文
巻
三
」
翁
芸
文
』
第
十
四
巻
第

一
号
。
『羽
田
博
士
史
学
論
文
集
」
下
所
収
）。

上
田
　
敏

「伊
曽
保
物
語
」
（定
本

「全
集
」
第
九
巻
）
・
小
堀
桂

一
郎

「
『伊
曽
保
物
語
」
原
本
考
―
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ヴ
エ
ル
本

「
イ
ソ
ッ
プ
集
」

に
就
て
―
」
翁
文
学
」
第
四
十
六
巻
第
十

一
０
十
二
号
）。

遠
田
　
勝

「
『
イ
ソ
ッ
プ
伝
」
に
つ
い
て
―
シ
ュ
タ
イ
ン
ヘ
ー
ヴ

エ
ル
本
と
国
字
本

「
伊
曽
保
物
語
」
の
比
較
」

（
日
本
比
較
文
学
会
関
西
支
部
第
十

六
回
大
会
に
お
け
る
発
表
。
昭
和
五
十
五
年
）。

南
方
熊
楠

「
正
直
者
、
金
拾
ひ
し
話
」
翁
続
南
方
随
筆
』
・
『全
集
」
第
二
巻
所
収
）。

金
関
丈
夫

「
正
直
の
人
宝
を
得
る
事
」
翁
新
中
国
」
第
二
号
。
後
、
追
補
を
加

へ
て

「
木
馬
と
石
牛
」
増
訂
版
に
所
収
）。

小
堀
桂

一
郎
、
上
掲
論
文
。

中
　
直

一
「
『伊
曽
保
物
語
」
の
一
話
に
つ
い
て
」
（
日
本
比
較
文
学
会
関
西
支
部
第
十
六
回
大
会
で
の
発
表
）。

小
堀
桂

一
郎
、
前
掲
論
文
。

松
村
博
司
校
註

「
大
鏡
』
翁
日
本
古
典
文
学
大
系
し

の
補
註
参
照
。

高
木
敏
雄

「腱
馬
の
耳
」
「
日
本
神
話
伝
説
の
研
究
」
所
収
）。

南
方
熊
楠

「馬
に
関
す
る
民
俗
と
伝
説
」
翁
十
二
支
考
」
の
内
。
『全
集
」
第

一
巻
）。
及
び
高
木
敏
雄
充
書
簡

（大
正
三
年

一
月

一
日
付
、
『全
集
」

第
八
巻
）。

鳥
居
き
み
子

「白
塔
子
か
ら
ボ
ロ
ホ
ト
ン
ヘ
」
翁
旅
と
伝
説
」
第
八
巻
第
九
号
）。

南
方
熊
楠

「腱
の
耳
を
持

っ
た
皇
帝
」
翁
全
集
」
第
四
巻
）。

山
田
英
雄

「中
臣
鎌
足
伝
に
つ
い
て
」
翁
日
本
歴
史
』
第
五
十
八
号
、
昭
和
二
十
八
年
二
月
）。




